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心 の 糧

十二使徒評議員会補助

ア ル マ ソ ニ

イエス ・キ リス トの福音は完全なままに回復された。これに代 り得るものはな

い。神のご計画は人間を救い神の子供たちをその御許に連れ戻す ことである。福

音のメッセージは世人の手の届 くところにあ り，思想家や学者により研究されての
コヒ

い る。 啓 示 され た言 葉 を 扱 った数 々 の 本 や雑 誌 が読 ま れ て い る。 賢 明 な人 々 は，

平 和 にい た る唯 一 の公 式 が ， イ エ ス ・キ リス トの福 音 の 中 に の み あ る こ とを， つ

い に は知 る・に い た るで あ ろ う。

福 音 は， 主 が 救 い と昇 栄 のた め に， 人 とか わ した聖 約 で あ る と使 徒 パ ウ ロは 悟

っ た。 それ は人 類 家 族 を救 い， 昇 栄 させ る た め の あ らゆ る権 威 ， 権 能 ， 力 を 包 含

して い る。 福 音 は， 不 正 な教 師 や責 任 を 回避 したが る人 々 の都 合 ， 気 ま ぐれ ， へ

りくつ に合 わ せ て， 曲 解 さ れ た り， 修 正 され て は な らな い。 回復 され た福 音 は，

救 い主 とそ の 使徒 た ちが教 え た福 音 とあ らゆ る点 で一 致 して い る。 そ の求 め て い

る もの ，原 則 ，儀 式 は 同一 で あ る。 回復 され た福 音 は， 人 が神 の子 で あ り， 地 上

に来 る以 前 か ら生 きて い た と宣 言 して い る。 故 に 人 間 は物 質 的 に創 造 され た だ け

で は な く， 天 父 の 属 性 を 与 え られ た 霊 的 な存 在 な の で あ る。 人 は神 の誠 命 を守 り

敬 う につ れ て ， 完 成 へ と向 って 行 く。 そ れ こそ 完 成 へ の 唯 一 の道 で あ る。
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今 月 の 表 紙

左上 は当時 の壮麗 な姿を偲 ばせ

るノーヴ ー 神 殿 （ステ ィーブ ン

Ｔ．ベ アー ド画）

下は１９世紀中期の画家 フ レ ドリ

ック ・パー シーの スケ ッチに着色

され たノー ヴー神殿 の廃虚 ，

右上 はノーヴー神殿区域 の復元 、

想像 図



〈予言者 のことば〉

人 生 と
占
不 教

大 管長 デ ビ ド ０． マ ッ ケ イ

人 が全世 界 を もうけて も， 自分 の命 を損 した ら， な んの

得 にな ろ うか 。 また人 は どん な代価 を 払 って， その命 を

買 い もどす ことがで きよ うか。

マル コ ８：３６， ３７

「あ
らゆ る もの の 中 か ら， ＿ 度 に最 も喜 ば しい， 最 も有 益

なものを選ぶことができるとしたら，私は他のどんな祝福よ

りも確固たる宗教的信条を選ぶであろう」 とかって言ったの

は，ハンフリー ・デービィ卿 （英国の化学者）であった。

すべての人々にそれを感じさせ，知 らせることこそ，キリ

ス ト教の使命である。地上のどんな祝福にもまして，我々に

最も喜ば しい，有益なものをもたらす ものは，確固たる宗教

的信条である。

組織された教会

大方の人々は熱心なキリス ト教信者ではないと言われてい

る。キリス ト教一般については確かにそうだと思 う。我々の

教会の中でも，若い人々は教会から離れていると言われてい

るが， これは事実ではない。無関心，不活発，不信により組

織された宗教から離れてい くのは， これまでも常にそうであ

ったように，ほんのわずかな人々である。主 としてこれは，

教会が与える利益についてよ く学んでいな か った ことによ

る。教会組織の真価を知る確かなテス トはその中で働 くこと

である。教会はキリス トが次のように言われた言葉に従って

その真理を証明する機会を与えて くれる。 「神のみこころを

行なおうと思うものであれば，だれで も，わた しの語 ってい

るこの教えが神からの ものか，それとも，わた し自身から出

た ものか，わかるであろう」（ヨハネ ７＝１７）

「宗教による豊かな生活」の著者はこの よ う に言
ってい

る。

「大学構内の入口か ら通 じている広い通 りが分かれる地点

に，大きな石造 りの教会がある。校門か ら見ると，それは通

りを完全にふさいでいるように見える。事実，どの学生 もそ

の教会を無視 してその道を通 りぬけることはできない。そこ

に入るか回り道を しなければならないのである。もし回 り道

をすると，全 く同様に教会はそこに立ち続ける。 こ の建 物
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は，宗教が学生界に占める立場の象徴であり，宗教は学生の

通路に立ちはだかっているのである。

烈
それは，だれも逃れることのできない社会的遺産の一部と

して，社会秩序の中に深 く浸透 している制度なのである」

理想の集会所

社会的見地から，教会が若い人４に与える一つの大きな機

会は，理想のセンターとなることである。何年か前のこと，

南部諸州を公式訪問 していた時に，南カロライナのコロンビ

アか らおよそ２０マイルの所にあるセンタービル支部へ，チャ

ールス Ａ．カリス部長と同行 したことがあらた。ある州議

会議員が我々を目的地まで進んで連れて行って くれ た。 私

は，センタービルを西部に立派に建てられているような，繁

華な田舎町であると予想 していた。我々が一つのきれいな，

塗 られたばかりの小 さな礼拝堂の前に来だ時，カリス部長が

「さあ，着 きました！」 と言 うのを聞いて私は驚いた。そこ

には街はな く，距離をへだてて二，三軒の家があるのみであ

った。 この小さな末 日聖徒の礼拝の場は木立ちの真中に，全

く孤立 しているように思われた。 しか し，礼拝が始まる一時

間前には，会堂は幸せな，明るい人々で満 ちあふれた。午前

の集会に続いて食事会が開かれ約 ２００名が出席 した。囲いの

ある庭に即席のどっしりしたテーブルがあった。半 径３０マイ．

ル内に住む人々のために， その小さな礼拝堂は， 社 交， 勉

強，霊的啓発の中心となった。 このようなセンターの価値を

実感するために， 教会 も， 国が備えた集会所 もな かったな

ら，その人々の生活がどのような ものになるかを想像 してみ

ようではないか。

ただ生 きているのか創造的に生きているのか

しか し，教会の使命は単に社交のセンターになるのではな

く，人に霊性を発展させ， 「人生の目的は神のようになるこ

と，すなわち神に従 う人間は神のようになること」を教える

ことなのである。

ある有名な政治家は宣言 した。 「真の宗教 こそ社会の基い

である。それが一たび軽視 されると全ての社会は永続 し，安

寧を得ることができない」アメリカの詩人ヘンリー ・ワーズ

ワース ・ロングフェローは言 った 「生命は神の賜物，聖なる
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ものである」

またキリストは宣べ られた。 「わたしがきたのは，羊に命

を得 させ，豊かに得させるためである」 （ヨハネ １０：１０）

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会は全ての人々に，より高い

知的，霊的生活を求めるよう，また，豊かな生命を得るため

に，より勤勉に努力．されるよう訴える。

今日，全ての人々の心を支配 している考えは，いかに生き

るかということである。人々は自ら衣食住を充分に備え，家

族を養育するのに，最 も適切な生活の方法を選ぼうと努力 し

ている。

「明らかに，我々は経済的事実の前に頭を下げ，生きるこ

との難 しさを認めなければならない。 これらのさし迫った必

要を考えず，未来のために賢明な備えを しない者は，まさし

く夢想家または無能力；者と見なされる。そ して遅かれ早かれ
堵

自分が嘲笑 したけちな人々に施 しを求める破目に陥 ってしま

う」’とワグナーは言っている。 しか しながらただ生きること

は，長い人生の旅路において，我々を常に支えている機械を

調整 しているに過ぎない。

ただ生 きることは必要であり，創造的に生きることは義務

であ り，永遠の祝福である。

人生の真の目的

ある人々はただ存在 し続 けるために生 きている一 そのよ

うな者にとって，人生 は苦役である。ただ楽 しみを得んため

に生きる人々もある一 彼 らにとって，人生はいつも満たさ

れないものである。ある者 は名声を人生の目的とする。 これ

らの者はむなしい，幻滅の報酬を待っている。ま津他の者は

富を唯一の目的とし，その結果彼らの受ける報いの大部分は

利己心や人生の美に対する偏狭である。彼らの希望がどん欲 、

と落胆の灰とイピして しまうことも稀ではない。

人生の真の目的は単なる存在， 楽 しみ， 名声， 富 ではな

い。それは神の霊感により個人が達成する人間性の完成であ

る。

少年が容姿において両親に似ていることか ら，全ての人が

霊的な成長において永遠の両親に一層似ていくのは当然であ

る。

ヨ
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実際の生活こそ我々の周囲の最 も善良な人々に対する答え

である。善と親切，純潔 と愛，歴史，詩歌，音楽，花，星，

神と永遠の希望などをかえり見る こ とな く， どん欲， 楽 し

み，誇 り，金儲けにのみ生きることは死以外のなにものでも

ない。

機能を有する器官を持った ものはなんでも生命を持ってい

ると言われる。あるものの肉体的な器官がその機能を果 して

いる限 り，それは生命を持っていると言われる。すなわち存

在 している。＝しか し，ほんのわずかでも人生の特質を知的に

観察 してみると，人の生命は単なる存在以上のものであるこ

とがわかる。我々の一人一人には少なくとも二つ以上の生活

がある。生活の物質的な面と霊的な面である。物質的な存在

物の進歩において，人は単に自然の被造物である。人は自然

の法則すなわち周囲の事物に従って生 きる時に成長 し，生存

のために力を尽 して闘い続ける。 自然の第一法則である自己

保存は，この物質的な生活における個人あるいは民族を支配

している考えである。その結果，利己主義が独特の特徴とな

ってあらわれる。イエスは己がために他人の幸せを犠牲にさ

せる人間の利己心 こそ，罪の根源であることを見抜いておら

れた。

人は霊的存在である

人の生活の物質的な面は二つの言葉で分けられる。すなわ

ち（１注 計 と安楽のための闘いと（２）いや しいことに心を向ける

性質である。

第一は自然であり，大いにすすめられる。 「己れのために

備えを しない者は無神論者に も劣る」第二は劣悪であり，抑

制されない場合には人間を動物よ りも低下させてしまう。

人はその隣入をそこなっても存在 しようという考えを心に

懐いたその瞬間から， 自分の生活を束縛 し始める。すなわち

幸せが苦 しみに取って代 り， 偏狭が寛大 さを， 憎 しみが愛

を，獣性が謙遜さを押 し退ける。

人間のより低い生活にのみ働きかける癖のあるこの利己心

を，公けの感情が非難する前に，この世が経験 しなければな

らないことは何であろうか。

しかし，人はただの動物ではない，人 は霊的，精神的存在

である。時折，全ての人は自分と無限のもの（神）との関係を知

りたいという抗 しがたい望みを懐 く。そこには自らを高め，

周囲のものを制御 し肉体 とあらゆる物質を 支配 し， よ り高

く，より美 くしい世界に住みたいという，人の内にある何か

が存在 している。 暫

人には本能だけではなく，自身を高め永続させようと大い

に努力する神性がある。この感覚あるいは感情は普遍的な も

の であり，人生において時折，全ての木 は神性のあることに

気がつくのである。このスピリットは全ての人に与えられて

いる。そこで，あらゆる人々は，最 も深い真理において，霊

的な平和と自由の探求，発展という同じ大いなる業について

いなければならない。

人の心の切なる願い

全て正常な人は神について，次のような何かを知 りたがっ

ている。神はどのようなお方か。人間に関心を持ち給うか，

あるいは全 く無視 し給 うのか。最大の成功と幸福を得るため

の至上の生活は何か，死と呼ばれる避けがたいものは何か，

死後はどうなるのか。

もしもこれ ら人の心の切なる願いに答えたいならば，教会

に来なければならない。

唯一真の宗教のみがその熱望を満たすことができる。人は

創造の目的に適 った宗教を必要 としているρ あらゆる自然を

包含する目的ある計画があり， その冠た る ものは人間であ

る。地のあらゆる備えは創造の栄光を受ける先ぶれにすぎな

い。アメリカのフォスディック牧師は 「人格の永続こそ創造

の最たるものである・ と述べている・この鰍 な思想家はｒ
、

ヨセブ ・ス ミスが啓示によって受けたことを理性によ り知っ

たのである。この啓示は近代の聖典の中でも最 も崇高な言葉

の一つである。 「見よ，これわが業に してわが栄光，すなわ

ち人に不死不滅と永遠の生命とをもた らす な り」 （モーセ

１：３９）

神の計画，神の目的は人間の完成である。神はその子供た

ちに関心を持ち給い，愛 し給 う。神は単に見えざる力，抽象

的な力ではなく，生 ける骨肉の体をもち給 う神なのである。
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フ ラ ン ク リ ン Ｄ．

リチ ャー ズ

十二使徒評議員会補助

マ ッヶイ大管長ならびに愛する兄弟姉妹の皆様へ。マ ッ

ケイ大管長，私たちはあなたを愛 しています。今朝あなたと

ス ミス副管長からの偉大なメッセージを受けて祝福と霊感に

満ちています。そして今，兄弟姉妹の皆様，私が今朝 こうし

てあなた方にお話するときに主がみたまにより私を祝福され

ますよう祈ってお ります。

教会の土台がこの時満ちたる神権時代に置かれていますの

で，多 くのすばらしい啓示が偉大な働きに召された人々を導

くためにもたらされました。

中には特定の人々にだけ与え られた啓示 もありますけれど

も，それらは一般にその時であろうがあるいはもっと後にな

ってか らであろうが，それに注意を向ける人々を啓発 し導 く

ために与え られたものであることを知っております。

一つの偉大な啓示が１８２９年２月に予言者ジョセブ ・スミス

を通 して彼の父に与えられま した。それは教義 と聖約第四章

に記されてお ります。その啓示は，一つの驚嘆すべき業がま

さに人の子 らの中に現われんとしているという宣言で始まっ

ており，神の業に仕 うるに必要な資格がその時示 され，次の

ように結ばれています 「……信仰，徳行，知識 節制，忍耐

……」 （教義 と聖約 ４：６）

不安定で，苦 しみと緊張 と苦難の渦巻 く今日の世界におい

て，忍耐はきわめて必要欠 くべか らざる徳性であります。

辞書 による忍耐の定義は，障害や遅れや失敗などによって

動揺 しないこと， 緊張と努力を しつ づける力， 根気強いこ

と， 挑発に対 して自制心を働かせる能力などと され ていま

す。

使徒パウロは，ローマ人への手紙の中で次のように’言って

います， 「……わたしたちは患難をも喜んでいる。……患難

は忍耐を生み出 し，忍耐は錬達を生み出 し，錬達は希望を生

み出す ことを知っているか らである」（ローマ ５：３～ ４）

ですから試練 と患難は，私たちが忍耐を もってそれらに対

処するとき，貴重な経験を私たちに与え，そ して将来のチャ
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レンジの準備をさせるものです。また，患難と同 じように健

康や成功や幸福を喜ぶことができます。人生のあらゆる経験

は忍耐力を養なう機会を私たちに与えます。

健康で繁栄 していて万事うま くいっている時には，忍耐の

重要性を見過ごして辛抱強さをな くす傾向があります。 しか

しなが ら，多 くの危険が気の短かいことと結びついていると

いうことをよく記憶 してお く必要があります。そのもっとも

大きなものの 一つは自己を， 肉体的に， 精神的に， 経済的

に，あるいはその他多 くの方法で過大に拡張することであり

ます。

１８２８年に主は予言者ジ ョセブ ・ス ミスへの啓示の中で言っ

ておられます， 「汝更に急 ぐことなく，または与えられたる

力以上に働 くことなかれ……」（教義と聖約 １０：４）

忍耐力を働かせば，私たちは必要以上に急いだり，または

正常な力以上に働いたりしなくなるで しょう。

この点に関して，私にとって特に助けとな り霊感を与える

格言は， 「大きな畑をさがせ，だが小さな畑をたがやせ」で

あります。 しば しば私たちは十分な計画と準備を しないうち

に大きな畑を耕やそうとします。

広汎な成長を心に描 き計画 しなが ら当面の仕事に集中する

には本当の忍耐を必要 とします。そして忍耐は健全な成長と

進歩にとって欠 くべからざるものであります。ある人は忍耐

というものをあきらめと失望 にもとずく消極的な力であると

解釈するか もしれません。 しか しながら，忍耐力のなさが し

ばしば恐怖や不安や失望や失敗を もたらすのに対 して，忍耐

は生活を安定 させる大きな力をもっているのです。

１８２９年 ５月に予言者ジョセフ ・スミスを通 して彼の兄のハ

イラムに与えられた啓示の中で，主は彼の仕事に関 してハィ

ラムに勧告 しておられます。 「……それを完成するまで耐え

忍ぶべ し」（教義 と聖約 １１：１９）

ここで忍耐は積極的な力として，また物事の成就に必要な

ものとされてお ります。忍耐 というものは祈 りや信仰や働き

と結びつ くときには絶大な力となりうるのだということを認

識することは大切なことです。この見解から忍耐の持つ大き

な価値について，またどのようにしてそれを成長 させること

ができるかについて もっと考えてみま しょう。

忍耐力を養いそしてそれを積極的な力にする一つの方法は

私たちの活動を注意深 く計画 して，現実的な目的と目標を定

めることです。健全な計画を立てるには熟慮と忍耐と祈 りが

必要であります。マッケイ大管長はしばしば熟慮の もたらす

大きな恵みについて話 しておられます。

しばしば，忍耐力は悔改めと結びつくときに養われます、，

つま り態度を変え，気性を整え，その他の正しい行ないをす

ることです。 しか し祈 りや悔改めや信仰や働 きと結びついた

忍耐はあらゆる障害に打ち勝つで しょう。

忍耐は不屈を意味 し，そして不屈は努カー精神的及び肉体

的な一を意味 します。

グラン ト大管長はラルフ ・ウオル ド・エマソンの次のよう



な言葉をよく．引用 しま した。 「続けてやらなければならない

ことを我々が容易にやれるようになるのは，そのことの性質

が変わるからでは．なくて，それをする我々の力が強 くなるか

らであ る」柵の向う側の草はもっと青々としているかもしれ

ないという考えを もつとともまれではあ りません。 しかし人

生のあらゆる面において私たちは 「転石苔を生ぜず」 という

ζとを認識すべきであります。この金言の中の苔が人生のよ

りよいものを意味 しているとすれば，忍耐強 さまたは同じ仕

事にとどまっていることまたはその人の召しを全力を尽 して

遂行するζとはこれらのよいものを私たちにもたらすであり

ましょう。さらに，忍耐力を増すには， 「あまりにも多 くの

ことをあまり早 くなそうとするな」あなたが持っているもの

を最高にしなさい。

家や家具やその他の大切なものを買うような場合に忍耐力

を働かせなさい。負債を返済 し負債にしばられないようにし

なさい。そうすればあなたが示 した忍耐は心の平安や幸福や

成功などの報いを与えるで しょう。

若い人は伝道に出てその伝道期間中，卓越 した伝道を成 し

遂げたいならば，そのために忍耐強く計画 し準備 しなければ

なりません。自分の教育計画を立てそれを達成することは現

代においてはことのほか重要なことです。そ してもちろん，

自分の職業のために計画 し準備することはその人の教育を計

画 し達成することの重要な一部です。信仰と忍耐はこのよう

な自らの目的を成就させるにあたって決定的な要素でありま

す。求婚を急 ぐと不幸な結婚に終 り， しば しば離婚にまで至

ることがあります。夫または妻を選ぶにあたって慎重であり

なさい。神殿結婚に備えて十分な時間をとり， しかも辛抱強

くありなさい。あなたの忍耐が永遠の祝福 とともに報いられ

る場所が ここにもあるのです。

愛する人々や家族と共にいるときに私たちの絶えざる忍耐

はもっとも必要とされます。このような所ではもっともわが

ままになりがちですが， しか しここでこそ忍耐がもっとも大

きな報いをもたらすのです。

両親がその子供に正 しい方法を愛情をこめて根気強 く教え

ている光景を見ることほど楽 しいものはありません。ある父

親が水泳プールの中でその小さな息子のそばに立っていまし

た。その少年はしきりに泳ぎを覚えたがっていま した。その父

親は子供に根気強 く泳ぎ方を教えていま した。毎 日毎 日彼 ら

はプールにやってきて父親はいつも忍耐強 く， しかも少年の

努力をほめていま した。この同じ方法は子供たちに人生のレ

ッスンー 社会的，道徳的，知的，及び肉体的と同じく精神的

な一 を本当に効果的に教えている親たちも用いています。

つま り，その レッスンを習得するまで何回も何回も語 り，示

し，いつ も忍耐と愛を もって， しかもどんなに少 しであって

も進歩が見られたならばそれを認めてやることです。忍耐と

根性は教会の仕事においても他のすべての分野における人生

の活動の場合と同様にすばらしい報いをもたらします。
も

１８３１年 には早 く も， 主 は予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に与 え ら

れた啓示の中で，教会の長老たちに次のように勧告 してお ら

れます。 「善を為すにうむことなかれ。 これ汝 ら今偉大なる

一事業の基礎を置きつつあればなり
。それ，小なる事より偉

大なる事起る」 （教義と聖約 ６４：３３）

今日の私たちにとってこの勧告はどれ程大切なことで しょ

うか。’「善を為すにうむことなかれ」ホームティーチングや

その他の教師の仕事をなすにあたって，また家庭の夕べにお

いて，またお互いの間の関係において忍耐強 くありなさい。

私たちのステーキ部で宣教師が非教会員の家庭を少なくと

も３ヵ月 に一回つつ２年半にわたって訪問しましたが， しか

し一度 も迎え入れられなかったことを思い出します。そして

その後訪問 したら宣教師が迎え入れられました。 この家族は

それか ら福音を教えられま した。その家族は学び，祈 り，教

会に出席 し，そして証詞をもってバプテスマを受けました。

この場合のような忍耐強い努力の報いは一つの完全な家族

，を神の王国に送ることで した。

人生の活動のいろいろな分野を見わたすとき，また人間の

多 くの不完全さを認めるとき，忍耐のもつ偉大な価値はます

ますはっきりしてきます。 しば しば私たちはもっとも身近な

人々か らでさえ誤解されることがあります。 このような状況

の下でも，忍耐することにより批判や非難を受けいれ る度量

を私たちのうちに育むものです。批判が私たちにとって正当

と思われようと思われまいと，憤慨する気持に対 して自制心

を働かすことができるということは，意地悪 くす る人々に対

して も良 くしてや り，他のほおをも向けよという救主の教え

に従っていることになります。

忍耐は実に大きな徳です。そ して，その重要性を認め，他

の人々との生活と同様 に自分自身の生活においても忍耐強 く

あろうと決心するならば，忍耐力を大きく伸ばす ことができ

ます。

私はあなたがたが，現代生活にあ りがちな日常の圧迫と緊

張か ら解放されて，完成する満足感を味わうことができるよ

うに毎日の生活において忍耐力を増進 させるようにお勧めし

ます。

私は福音を知ることができま したことを，また， この福音

が忍耐の原則と強く結びついていますことを感謝 しており玄

す。私は天にいます父が私の人生の中に示 された忍耐に対 し

て もっとも感謝 してお ります。 、、

私は神が生きてま しますこととイエス ・キリス トが私たち

の救主であがない主であるという証詞をもつことができます

ことをうれ しく思っています。私は予言者ジョセブ・ス ミス

と現在の大管長で予言者でありますデピド０ ・マッケィが，

いずれ もその生活においてこの偉大な忍耐の特性の模範を示

されたことを神に感謝 します。私は使徒パウロによってヘブ

ル人への手紙の中に書かれた次の言葉をもって結びたいと思

います。 「……わた したちの参加すべき競走を，耐え忍んで

走 りぬこうではないか」（ヘブル １２：１）

イエス ・キ リス トの御名によって申しあげます。ナーメン
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ノ ー ヴ ー 神 殿 の 復 元

ノ ー ヴ ー神 殿 は， ノ ー ヴ ー旧市 街 開発 の た め， 教 会 が 出 資

した ノ ー ヴ ー復 元 法 人 とい う無 利 益 法 人 に よ り， 以 前 神 殿 の

あ っ た所 に部 分 的 に復 元 され る予 定 で あ る。 約 １２２年 前 に建

て られ た ノー ヴ ー神 殿 は， イ リノイ州 の ノー ヴー に あ り， ノ

ー ヴ ー市 中 に流 れ る ミシ シ ッ ピー河 の 大 き く屈 曲 した と ころ

に あ り， 教 会 は そ こに， ！８３９年 か ら１８４６年 ま で本 部 を お い て

い た。 Ｊ ・レ ロイ ・キ ン ボ ール 博 士 が ， 大 管 長 会 の任 命 に よ

り， ノ ーヴ ー復 元 法 人 の代 表 役 員 及 び 議 長 と して働 い て お ら

れ る。

この 神 殿 は 「この地 に お い て， 疑 うこ と な く もっ と もす ば

ら しい 建 物 の ひ とつ」 と して， １８４０年 代 に名 声 を か ち えて い

た 。 そ れ は ， 教 会 歴 史 の い わ ゆ るオ ハ イ オ期 （１８３１年 ～ １８３７

年 ） に建 て られ た もの で， カ ー トラ ン ド神 殿 に先 立 っ て建 て

られ た ， 教 会 の 二 番 目の 神 殿 で あ った。 イ リ ノイ神 殿 は， 死

者 の た めの バ プ テス マ， エ ン ダ ウ メ ン ト， シー リング， 永 遠

の結 婚 な ど の聖 な る儀 式 の た め に用 い られ た最 初 の神 殿 で あ
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ノ ー ヴ ー 神 殿 最 初 の 製 図

ジ ェ イ Ｍ ． ト ッ ド

イ ン プ ル ー ヴ メ ン ト ・エ ラ 編 集 員

った。その設計，目的，そしてここでおこなわれた儀式は，

１８４４年殉教する前に，予言者ジ ヨセフに与えられた明確な啓

示によって証明される。神殿そのものは，聖徒たちが平原を

移住 し始めてから二年半後の１８４８年に火災で滅 ん で しまっ

た。

復元の目的は，中西部を旅行 して来る多数の旅行者や附近

の住民に教会の物語を語ることができるセンターをつ くるこ

とである。１０万人以上 もの末日聖徒が， ミシシッピー峡谷地

域に住んでいる。毎年５０万に近い人々が１９７４年までにノーヴ

・一・センターを訪問することが予想される。

ノーヴー神殿の部分的復元の仕事は１９７０年に始あられる予

定である。二年の建築期間が見こまれている。復元に先立っ

て，徹底的な建築学および歴史上の研究プログラムが もた

れ，それは１９６９年の後半にほぼ終了するであろう。建築学者

の働きにより，すでに元の神殿のあった敷地をとりま く壁の

一部， レンガ製の箆下の床の一部，石牛彫像の断片，職人の

道 具 ， そ の他 多数 の建 築 関係 の 品物 等 ， 無 数 の建 築 遺 物 が 発

見 され て い る。

これ らの遺 物 （ガ ラス， くぎ， 壁 のす み の じゃ ば ら， 石 細

工 ， ボル ト類 ， 鉄 製 ち ょ うつが い， の み及 び工 具 な どが それ

らの 中 に 見 られ るが） は， 初 期 の末 日聖 徒 職 工 のす ば ら しい

で きば え を示 す もの で あ るが ， 彼 らの多 くは， １８４０年 初 頭 ま

で に ノ ー ヴー に と っ と流 れ こん だ ヨー ロ ッパ か らの改 宗 者 で

あ った。 この遺 物 は， 神 殿 の一 郭 に建 て られ る こ と に な って

い る博 物 館及 び イ ンフ ォメ ー シ ョ ン ・セ ンタ ー に展 示 され る

こ とに な るだ ろ う。 イ ンフ ォメ ー シ ョ ン ・セ ンタ ー に は， 無

数 の 展示 物， 工 芸 品， 神殿 の物 語 を映 写 す る部 屋 を作 る予 定

で あ る。

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン ・セ ンタ ー の近 く と， 壁 で囲 まれ た神

殿敷 地 の 内側 は ， 二人 の殉 教 者 ，予 言 者 ジ ヨセ ブ ・ス ミス と

兄 ハ イ ラ ム， 教 会 の大 管 長 と して予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス の

後 継 者 で あ り， 十 二 使徒 評 議 員 会 の 会長 で もあ っ た プ リガ ム
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ミ 、

・ヤングの像がおかれる。その他の像は， ノーヴー時代の出

来事を表わす。神殿の一郭，それ自体が美 しい景観を呈する

ことになるだろう。

しか しながら，主な展示は， ノーヴー神殿の復元された部

分である。神殿の土台及び床はかつてあった場所にそっくり

そのまま再現され，かつての建物 と同じ寸法で建てられる。

原神殿の土台のい くつかをふ くめて，石細工のあるものは再

建のときにも使用される。 レンガの地下室床も元のものを使

う。パプテスマ ・フォン トをかこんでいた１２の牛像の足の部

券は，その復元にそのまま使用される。近 くに神殿の井戸が

あってフォントの水が供給される。

神殿の正面は，上部の切 りづまの高 さをもとの高 さと同じ

ように再建 し，それによって旅行者は階段を昇 り，かつてノ

ーヴーを訪れた人々が心を奪われたように景色を心ゆ くまで

眺めるだろう。

しかしながら神殿は， 景色以上のもの の た あに建てられ

た。 この神殿にはその時代の末日聖徒にとっての思い出がた

くされている。すなわち天と親 しく語 り合った人物と示現の

うちに示めされた予言者の設計による建物の二つである。

計画の中にあっただ円形の窓に対 して主任 国工者が反対 し

たとき，予言者は，
．「私の設計通りに運んでいただきたい

。その建物の輝か し

い外形を示現で私はみているので，私に示された形通 りに建

てられるであろう」

と答えた。

彼は，神殿が竣工 し献堂される１８４６年以前に殉教 したが，

ノーヴー神殿の完全な形とその目的について指示を与えたの

であった。１８４０年 ８月３１日に，早 くも大管長会は 「散 らされ

た聖徒たち」 に手紙を送 り， それにはただ 「時すでに至れ

り。今や祈 りの家，秩序の家，礼拝の家を建てる要あり。ま

たこの国のこの地において，神の御旨にかなえる儀式が備え

られ，執行される要あり。 しか してかなりの努力が払われ数

々の方法求めらる。 このつとめは正しき中に促進されねばな

らず，ゆえにこれらのことの重要性を担 うよう聖徒たちは義

務づけられん」とあった。

まことに，その時以後，神殿建造ほどに， ノーヴーのうち

にあるいはその周囲にこのように会員たちの心を向け努力を

傾ける卓越 したものはなかったのである。多 くの訪問者にと

って，そ して聖徒たちにとって，予言者は， このノーヴー神

殿にのみ力を注いでいるかのように見えた。

１８４１年 １月１９日に， 主は予言者に啓示を通 して 約束 され

た。

「この宮居に関するすべての事，この宮居に関する神権，

またその建てらるべき場所などはわが僕ジョセフにわれこれ

を示すべ し。われ汝 らのこの宮居を建つることを計画 したる

箇所にこれを建てさす。 これわが宮居を建つるために，汝 ら
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の た め 選 び た る と ころ な れ ば な り」（教 義 と聖 約 １２４：４２～ ４３）

そ の 場所 は 一 マ イ ル以 上 もの ミシ シ ッ ピー河 の雄 大 な広 が

りを ノ ー ヴ ーか ら一 目 で 見渡 せ るす ば ら しい丘 の頂 上 で あ っ

た。 ニ ヵ月 半 後 ， １８４１年 ４月 の総 大 会 で， 神 殿 の礎 石 が おか

れ ， 仕 事 は始 ま った 。 聖徒 た ちが ，材 木 を切 り出す た め に ウ

ィス コ ン シ ン の森 に送 られ ，石 材 工 は ノー ヴ ー の石 山 に道 具

を携 え て行 っ た。

聾な謬ム 罷誓総 轡
、 懸 、Ｆ 紀ロ

、 錘 １〆 ギ

餐 蚕璽 壷 塗ヒヒ ー　
の コ

＿ 駆 一擁１

第二の製図には変更が見られる

１８４１年 １１月 ８日 まで に， 仮 設 木 製 のバ プ テス マ ・フ ォ ン ト

が神 殿 の地 下 室 に献 納 さ れ た。 だ 円形 で， １２匹 の牛 の背 に お

か れ た もの で あ り， 松 の厚 板 を彫 り接 合 され た も の で あ っ

た。 バ プ テ ス マ ・フ ォ ン トの お よ そ３０フ ィー ト東 側 に井 戸 が

あ り， バ プ テス マの水 を供 給 して い た。 １８４１年 １１月 ２１日 に，

最 初 の 死 者 の た め の バ プ テス マ が神 殿 で お こな わ れ た。 儀 式

は１８４０年 ９月 頃 に始 め られ て お り， 数 人 の人 々が ， 死 ん だ先

祖 のた め に ミシ シ ッ ピー河 で バ プ テ ス マ を受 け て い た。

エ ン ダ ウ メ ン トも， 神 殿 の 外 で ま ず行 わ れ た。 予 言 者 が 自

身 の緊 迫 した未 来 を 感 じた結 果 そ う され た の で あ る。



「何 かが お こ ろ うと して い る
。 そ れ が 伺 で あ るか私 は わ か

らな い。 しか し主 は私 を 急 が せ 神 殿 が 完成 す る前 に あ な た が

た に エ ンダ ウ メ ン トを行 な う よ う命 じて お られ る」 と。 これ

は １２使 徒 の オル ソ ン ・ハ ン ド長 老 によ って記 録 され た もの で

あ る。 エ ンダ ウ メ ン トは １８４２年 ５月 ４ 日， ミシ シ ッ ピー河 畔

の新 しい倉 庫 の二 階 に あ る予 言 者 の 事務 室 で お こな わ れ た。

い わ ゆ る 「祈 濤 会 」 が １８４２年 か ら４４年 ま で この倉 庫 の集 会 室

第 三の製 図で は矩形 の切妻に変わ っている

で持ち続けられたのであった。最初の結婚の結び固めどして

知 られているのは，一年前の１８４１年４月 ５日に行なわれた。

しかし，これらの儀式は，祈 りの家の中ですべ きであった

が，予言者の気持は，目標実現へと向けられていた。１８４３年

５月２１日までに，安息日の集会は，神殿内の板張 りの上で行

なわれ，その秋には１０月の総大会が，石緬工の上 り段で開か

れた。．１８４４年の春 「ペニー基金」 として，教会の女性が中心

となって，ガラスと釘を買 うために募金がおこなわれた。英

国の聖徒たちは，小銭を貯え，塔につける大きな鐘の鋳造に

役立てようと， それに間に合 うように寄金を送っ て よ こし

た。

すべ て の聖 徒 は それ に働 ま され ， 再 び 献 金 を増 や し， ま た

ノー ヴ ー近 くの住 民 は， 神 殿 建 築 に十 日 ご とに勤 労 奉 仕 を し

た。 「ワー ド ・キ ャプ テ ン」 は， す べ て の 人 の寄 附 の会 計 記

録 をつ け た。 あ る人 々が ， フル タイ ムで 働 くた め に 「神 殿 伝

道 」 に召 され た。 彼 らの 食 事 は，地 方 の 会 員 が用 意 し， 衣 類

は， こ の計 画 に参 加 して い る姉 妹 た ちが洗 濯 しつ くろっ た。

予 言 者 は， 菱 瓦 をつ む 石 工 た ち と と も に働 ら き熱 心 な働 き手

を 導 くな ど して ， この仕 事 を監 督 す る た め に何 日 も費 や し

た。 しか しなが ら， 神 殿 の設 計 や 財政 な どの諸 問題 で， 手 に

あ ま る もの が あ った 。 しば しば 口 論， 誤 解 ， ま ちが った考 え

を な く し， 努 力 を 新 しい 方 向 へ 向 け， 元 気 を 出 させ ね ば な ら

な か った。 彼 の 影響 力 は， 神 殿 に 関係 す る製 図 家 の製 図 と し

て い くつ か残 って い る もの に特 に よ くあ らわれ て い る。

ひ とつ の製 図 は， １８４２年 中 期 に グ ス タ フ の丘 に 「ノ ー ヴ ー

’市 の地 図
」．と して 出 され た。 それ は，．四角 い石 塔 で， 三 角 形

の フ ロ ン ト破 風 が あ り， 底 に月 長 石 を お き， それ らが 他 の も

の の 中 で 目立 っ て い る。 これ は， 予 言 者 を 助 け た製 図 家 ウ ィ

リア ム ・ウ ィー クス の手 に な る もの で あ る。 それ 以 後 の製 図

は ウ ィー クス の製 図 とは別 に予 言 者 が 作 製 した もの で ， 明 ら

か な ちが い が 見 られ る。 これ は半 分 石 で半 分 木 材 の もの で，

四 角形 か ら五 角 形 に変 わ って い る。 三 角形 の フ ロン ト破 風 は

今 で も残 っ て お り， 星 型 の石 は ま だ見 つか って い な い。

ウ ィー クス に よ る三 番 目 の製 図 は， 半 円 窓 で ， 総 材 木 づ く

りの塔 と， 五 つ の と んが りの あ る星 型 の石 の あ る矩 形 破 風 で

あ る。 完 成 され た神 殿 を 見 て気 づ くの は， これ ら二 ， 三 の点

に つ い て も討 論 され ， い くつ か に変 え られ た とい う こ とで あ

る。 上 部 の破 風 の窓 は 四角 形 で あ って ， 半 円で は ない。 塔 の

窓 の シ ヤッ ター は， 設 計 が 変 え られ て お り， 他 に数 々の 小 さ

な変 更 の あ とが 見 られ た。 ウ ィー クス に よ る これ らの 製 図 に

は， 神 殿 建 築 が どの よ うに して ， 最 終 的 な 形 とな った か とい

う進 展 の あ とが 見 られ ， そ して これ ら の変 更 は， お そ ら く予

言 者 自身 に よ っ て指 示 され た もの で あ ろ う。 ま た ウ ィ ー クス

の書 類 の中 に後 に塔 を 飾 った うつ む い た天 使 の絵 が あ る。 ま

た一 冊 の本 の絵 が あ り， おそ ら くこれ は モル モ ン経 を表 わ し

て い る ので あ ろ う。 さ ら に また 回復 の お とず れ を知 らせ る ら
ドｒ

っ ぱ もあ る。

１８４４年 に は， 神殿 建築 は頂 上 の 階段 上 の壇 を終 え る ま で に

な って い た。 そ の年 はま た 神殿 の建 築 主 任 ， 推 進 者 で あ る ジ

ョセ ブ ・ス ミス の死 を 見 る年 で もあ った。 結 果 的 に ノー ヴ ー

の中 の あ るい は 周 囲 の す べ て の こ とが らは ６月 ２７日 の殉 教 後

は宙 に浮 い て い た よ うに 思 わ れ る。 しか し， １８４４年 ７月 ８日

に， す べ て の 他 の 公 共建 築 の 手 を休 め て， 神 殿 に力 を注 ぐこ

とが き ま った。 仕事 は， ブ リガ ム ・ヤ ング の指 導 の もと で，

急 速 に 進 ん だ が ，彼 は次 の よ うに述 べ て い る。

「私 は この地 に建 物 を た て
， エ ンダ ウ メ ン トを受 け る の な
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ら有 り金 全 部 を払 う。 例 え次 の瞬 間 ， 何 も持 ち運 べ な い で追

い払 わ れ る と して も」 と。

この精 神 で一 聖 徒 た ち は間 もな くノ ー ヴ ーを 去 る とい う

こ とが は っ き りす る に つれ て， 努 力 は倍 加 され た 。聖 徒 た ち

は， エ ンダ ウ メ ン トを受 け る た め に神 殿 を 完成 しょ う と し，

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に対 す る記 念碑 と して ， また 彼 らの

信 仰 の あ か しと して， こ の建 物 か ら去 ろ う と して い た。 そ れ

で， 翌 年 に は， 遂 に神 殿 は完 成 した 。 木 製 の バ プ テス マ ・フ

ォ ン トが石 の槽 に と っ て変 え られ た。 笠 石 は， １８４５年 ５月 ２４

日に お か れ， 石 工 た ち は そ れ で仕 事 を 休 む こ とに な った わ け

完 成 さ れ た 神 殿 の 描 写

で あ る。 内 部 装 飾 は， 今 日の 神殿 の優 雅 さに は くらべ よ う も

な いが ， 石 膏 細 工 が 施 され ， 敷 物 が しか れ ， カー テ ンが 張 ら

れ絵 が か け られ た。 す べ て の部 屋 は， 一様 に完 成 され た わ け

で は な いが ， 神 殿 は， １８４６年 ４月 ３０日 と ５月 １日の 献 堂 式 ま

で に は， ほ とん ど完 工 さ れ て い た。 それ 以 前 に， い くつ か の

部 屋 は す で に献 堂 され， １８４５年 １２月 １０日か ら， １８４６年 ２月 ７

日ま で に， ５，５０５名 が エ ンダ ウ メ ン トを 受 け， シ ー リン グ と

結 婚 の 儀式 な ど も受 けて い た。

次 の 感 動 的 な 出来 事 は， 神 殿 の祝 福 に あず か りた い と い う

聖 徒 た ちの 心 か らの 願 い を表 わ し て い る。 ２月 ３日 ヤ ン グ

ら

大管長はノーヴーの郊外に住む虫徒たちの家を胃戸以上 も焼

き払い，破壊で聖徒たちを脅かし，悩まし続ける迫害者から

逃れるとともに， ノーヴーか ら脱出する計画をたてるため指

導者たちに会っていた。大管長は，集まった多 くの聖徒たち

に語った。教会は，神殿をたてるために豊かな祝福を受けて

来たが，他のつとめが聖徒たちを待っていると。彼は範を示

そうとしていること，最初にここを離れるために幌馬車に荷

を積むだろうとも話 した。そ して彼は上着と帽子とを身につ

け建物を去った。 しばらく歩いてか ら，彼 はふ りか え っ た

が，誰 も彼の後について来るものはいなかった。彼 は直ちに

霊的に飢えている聖徒たちの苦 しみを感じとり，群衆のとこ

ろに引き返 し，その日に２９５人にエンダウメン トができるよ

う配慮 し組織 した。この前にすでに，長い冬の月 日をヤング

大管長と多 くの他の役員たちはほとんど神殿の中で暮 らさな

ければならなかったが，彼 らは聖徒たちにエンダウメン トを

休息する暇 もなく与えるたあに，そのまま数日間を，差入れ

られた食物を食べ，あり合わせの寝台で眠るなどして過 さね

ばならなかった。

１８４６年に聖徒たちが去ってか ら，悪漢 どもがノーヴーに移

って来て，彼 らを阻止 しようとする残 っていたひとにぎ りの

弱い反対勢力に対 し掠奪 した り，なぶ りものに した りした。

神殿は，その西側に 「主 の家……主への神聖さ」 と刻まれて

いたが間 もなく，町をのっとった暴徒軍の駐屯所 となってし

まった。

しか しながら，そのときは，神殿を預かる末 日聖徒たちは

再び建物の管理人としての精神を身につけていたのである。

１８４８年１０月 ９日に，三人の男が，伝えるところによれば，

神殿に火をつけたという。これ ら放火者の しわざは，全国的

なニ ユースとなって紙面にのせ られた。焦げた石 と残壁 も，

１８５０年の施風によって くずれ落ち， 神殿敷地は 「暴徒の群

れ」の破壊により，きれいにな くなってしまったようである。

しかしなが ら，聖徒たちの中に深 く根づいているエライジ

ヤの霊は，消え失せることはなかった。１８４７年にソル ト・レ

ークに着いて４日も経たないうちに，ブリガム ・ヤングはあ

る地点を指 して 「ここに我々は，我が神の神殿を建てるであ

ろう」と言 った。３０年の間に三つの他の神殿の工事がすすめ

られた。予言者ジョセブ・スミスの初期の天よりの御業が，決

して死に絶えることなくひとつの重要な事業として開花 した

のである。実に，神殿事業の精神は，末 日においてまた福千

年において，主の民すべての関心事となるだろうと多くの予

言者によって，その時代時代で述べ られて来た。

この注目に価する神殿の物語 と，それにまつわる真実 とは，

ミシシッピー河畔の坂にある ノ ー ヴ ー神殿を もと通 りに復

元 したいという願望の理由となっている。確かに，．このよう

な話は，設けられた説教壇や記念砕にふさわ しいものである。

く
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管理監督 ジ ョン Ｈ．バ ンデ ンバ ＿ グ

あ なたたちは一つの小さな リンゴの種を観察 してみたこ

とがありますか。そ してその小さな種がやがて根に，幹に，

樹皮に，大きな枝に，葉 に，花に，果実にそして同じような

力を持った他の種になる可能性を秘めていることを知ってい

ますか。そのちっぽけな種の中に貯えられている偉大な可能

性を知ることは本当に驚くべきことです。

科学は最 も小さな一つの原子の内に，宇宙の中でよく知 ら

れている強大なエネルギーの一つである原子力を発見してい

ます。

種や原子のように小さな行動が しば しば人生の様 々な要因

を決定するのに力のある源となることがあ ります。主は 「…

小なる事より偉大なる事起る」 （教義と聖約６４：３３） と語 ら

れました。 このことが正直な行ないを伴ったときに最 も真実

なことは確かであります。

「正直」は人格の大切な基いであり，正直でなければどん

な徳をも保つことが出来ません。

ある人は，正直は都合のよい時には実践 して，困難な状態

の時には行なわなくて も良い ものであると考えています。 し

かしながら， そ の よ うな事は正直さの一部分で もありませ

ん』正直であることすなわち真実を固 く守ることは，一時的

な事態によって変るものではないのです。

主は私たちが どんな場合にも正直であるように命 じられま
く

した。他の人々が正直でないからといって私たちが不正直で

ある理由にはなりません．このことに関 して 「誠に，まことに

われ汝 に告 ぐ，およそ他人 も偽 りて欺 くと思 うが故に，己れも

偽 りて欺 く者は禍なるかな。かかる入は神の裁判を免るるこ
も

となければなり」（教義と聖約 １０：２８）と主は言われました６

正直は妥協されません。偉大な開拓者の教育家であった，

カール ・ジー ・メーサーは 「正直」についてつぎのように明

確な表現をしています。 「私は 「面目にかけて』という言葉

で何を意味 したか，たずね られたことがあります。それにつ

いて話 しましょう。高 く厚い石の壁に囲まれ，土の中に深 く

基礎つ くられた監獄に私を閉 じ込めてごらんなさい。私 はそ

こから何 らかの方法で脱出できるかもしれ ま せん。 けれど

も，私を床の上に立たせ，囲 りにチョークで線を描き，その

線を面目にかけて決 して越さないことを誓わせたら，私はそ

の囲いから出ることが出来るでしょうか。いいえ，決 して出

ません，出るくらいならむ しろ死を選ぶで しょう」

正直の大切さはいくら強調 しても誇張ではありません。聖

句をとおして主は私たちに正直であるように命 じ られ ま し

た。シナイか ら 「あなたは隣人について偽証 してはならない」

（出エジプ ト ２０：１６） と主は古代のイスラエルに訓令なさ

いま した。時の絶頂にお い て も同じ様な誠命を見出します

（ピリピ ４：８）， ニーファイ人に対 して も同様に命 じられ

ま した （モーサヤ ４：２８）そ して再び近代 の啓示の中にも

正直の標準が主から与えられています。（教義と聖約 ４２：９）

正直は偉大な男性や女性 とそうでない人々とを区別する特

色 ある印であ ります。クロムウエルの言葉の中に 「大勢の人

々がいるよりも二，三人の正直な人がいるほうがよい。 もし

あなたが神を敬うことを選んだら，正直な人々は指揮官にな

り，正直な人々はその指揮官に従 うようになる」 と語 ってお

ります。

ユダヤ人の娘であったエステルは美 しさと器量の良さのた

めにペルシヤ王が統治 している国々のすべての未婚の娘たち

の中か ら選ばれて妻となりました。 しか しながら総理大臣で

あったハマンはユダヤ人を全員滅ぼすべきであるとの布告を

出したので，このことを聞いたエステルは大変恐ろしく思い，

自分が重大な解決の鍵を持っていることに気づきました。エ

ステルは自分の血統を秘密にして愛する人々が滅ぼされるの

を見ていて自分の身の安全をはかることもできたし，王に自

分の血す じを話 し自分の生命を危険にさらして同国の人々を

救 うこともできました。 しかもエステルは正直で勇気ある方

法を選びました。現在私たちがエステルをたたえるのは，彼

女の素晴 らしい美 しさのためではなくて，む しろ彼女の示 し

た勇気ある正直のためであ ります。 １、

確かに 「正直」は崇高な個性のしるしであり， ま さ し く

「正直」は毎 日の生活の小さな出来事の中で学び実行 しなけ

ればな りません。他の人々が教室で不正をしている時に正直

であ り，競技会でちょっとした偽 りで得をするか もしれない

時にさえ も正直であ り，聖餐にあずかり日曜 ごとに約束 した

とお りに誠命を守 ることに関 して主に正直であるように一

これ らの決意は正直を生みだ し，高潔をつくりだし，立派な

男性や女性を育てる種なのであります。

「小なる事より
，偉大なる事起る」（教義 と聖約 ６４：３３）

は誠に真実であります。
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ロ ー エ ル ：Ｌ． ベ ニ オ ン

先 日のある晩 私は妻 とウインド＿シ。ッピングに出掛け

た。店はみな閉まっていたので中に入 らず外から眺めるだけ

であった。ある通 りに二軒の家具店があった。一軒の店のシ

ョーウインドーには，寝室セット，食卓，居間用の家具，照

明器具等のいろいろな家具がいっぱい，まるで倉庫の様に積

み重ねられていた。もう一軒の店のショーウイン ドーには，

足台，ランプ付のグリーンの革製安楽椅子と小さなテーブル

だけが陳列 されていた。その晩家に帰ってから，私たちはそ

の印象的な美 しい椅子について話 し合った。そしてその印象

は今 も消えずに残 っている。

あなた方 もお気付きのように，広告専門家は，ショーウイ

ンドーを飾る商人と同様，全 く単純なデザインで以って彼ら

の広告に注意を集中さぜるのである。そして人々はその単純

さ故にその広告に注意 し忘れずに覚えているのである。

レッスンに も同様に一つの焦点，つま り一つの中心概念が

なければならない。 この事は繰 り返 し強調 されて来たにもか

かわ らず徹底されていない。多 くの教師はレ ツスンの主題に

対 してライフル銃のように狙いを一つにぴた りと合せること

をせず，散弾銃のように散漫と狙っている。だか ら生徒は強

い印象を受けずに家に帰るのである。

教える場合の単純１陛

レッスンもショーウインドーと同じように単純に計画でき

る。そうすればそれだけ理解と記憶が し易 くなる。この事に

関して次に説明しよう。

ω レッスンは一つの言葉を中心に組み立てることができ

る。例えば 「隣人に対する愛」と言うレッスンだとする。Ｌ

つの単純化 され統一された問題の取 り上げ方として，まず黒

１６４

板に 「愛」 と言 う言葉を書き，それからクラスの生徒それぞ

れ （もしクラスが２０名以上だったらその一部）に愛について

質問な り意見を言ってもらう。面白い質問や意見が出るであ

ろう。例えば，「愛 って何ですか」 とか，「神に対する愛 と隣

人に対する愛とどう違いますか」また 「ガールフレンドに対

する愛 と隣人に対する愛との相違はどうですか」等。 このよ

うにして教師は生徒の関心を知 り，レッス ンの 目的 （クラ

スの生徒に真実の隣人愛を懐か せ る こ と）を達成するため

の最 も適切 な問題点を解明できるので あ る。 この よ うに

「愛」と言 う言葉にいつも焦点をきちんと合わせてお くので

ある。

② 全体のレッスンの基礎を一つの物語，例えば良きサマ

リヤ人，帰宅 した放蕩息子，種まき， タレン ト等のたとえ話

に置 くこともできる。教師は生徒が物語について質問をし易

いようにすること，またその物語の中１く教えられている教訓

を生徒が自分から見出すようにさせるべきである。質問を し

て，生徒が教訓を彼らの生活に取 り入れるようにさせる。例

えば，良きサマリヤ人の話に関 して次のような質問ができる。

「みなさんの知 り合いで怪我をした り，傷つけられた人がい

ますか，そ してどんな状況でそうなったのですか」 （求道者

が初めて教会に来た時に も応用すべきである）「どちらの役

を私たちは演 じるで しょうか， レビ人でしょうか。それとも

良きサマリヤ人で しょうか」 「自賛する考えをいだかず，他

の人を傷つけないでどう演 じるこ とが で きるでしょうか」

等６生徒は時には良きサマ リヤ人の現代版を書き下ろし，ク

ラスで上演 して もよいだろう。そうすればその話の教えると

ころを決 して忘れることはないであろう。



㈲ 一つの聖句をレッスンの基礎にすることもできる。聖

句のまとまった単純な表現によりレッスンをはっきり理解す

るであろう。

例えば，

「人の道は自分の目にことごとく潔 しと目える……
」 （箴

言 １６：２）

悔い改めるかそれとも合理化 （自己正当化）するかといっ

た人が自分の悪い行いに対 して取 る二つの態度を討論するな

らば，こめ聖句は悔い改めと言 う問題に対する生き生きとし

た手がか りを与えて くれる。

この関係を図示すると，

正しい行為

」勉 ＼」 讐こ
自分の行動

自己欺隔と言 うべき合理化のからくりをいくつか挙げて見

よう。 「だれでも そうします」「だれそれさんはそれよりも

っとひどいことを します」 「今回だけ」 「私は信心家ぶ りた

くあ りません」「も し私が罪を犯せば， これまでよりもっと

罪人に対 して同情が持てるでしょう」と言った態度である。

単純であることは，芸術作品の場合で も教える場合で も美

しいものである。

今 月 の 前 奏 曲
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２ 月 の 聖 句
大 人 日曜 学 校

まず 神 の 国 と神 の 義 とを 求 め な さい 。そ うす れ ば ， これ

らの もの は， す べ て 添 え て あ た え られ るで あ ろ う。

（マ タ イ ６：３３）

子 供 日曜 学 校

自分 を愛 す る よ うに あ な た の隣 り人 を 愛 せ よ

（マ タ ノｆ ２２：３９）

覧
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私 は 一 人 ぽ っ ち じ ゃ な い

ド ー ラ Ｄ． ブ ラ ッ ク

「面 会時 間 は 終 りました・病 院のス ピー カーか ら１この諜 が

流 れた。

グ レタはベ ッ トの上 に身 をかがめ ，八歳 にな る娘 アンナの金髪に

顔 を埋 めた。何 とか涙 をごまか し， アンナに笑額を見せて帰 りたか

った。

「どん な様子 かまた 明日見 に来 るわね。い い こ ．と」 グ レタは ア

ンナの熱 っぽ い頬 にキスを した。 「今晩ず っとアンナの傍にいてあ

げたいん だけど，病院で は許 して くれないの よ」 アンナはほほえん

で見せ た。「私 は平気 よママ」 グ レタは他の両親た ちが子 供 用の病

室 から帰 るのを見た。母親 と父親た ちは小 さな手がか らみついて く

るので ぐず ぐず と手間取 っていた。絶望 的なそ して孤独 な気持 をか

み しめ， グレタは戸口の ところか らアンナにキスを投 げかけ，それ

か らホールの方へ歩いて行 った 。アンナは本当に大 丈夫 か しら， と

その ことで頭をい っぱいに しなが ら。

病 院の駐車場で，グ レタは 自動車 の ドアー の鍵 を開けた時 に，車

輪 の陰で足 をすべ らせ思 わず ドアーに しが みついた。 ど うにも抑 え

切れないすす り泣 きが もれ グレタは両 手で顔 を覆 った。 「ア ンナは

きっと大丈夫よ」 と自分 に云 い聞かせ て，悲 しさと自分 をあわれ に

思 う気持 の入 り混 った涙 を流 し張 りつめた気持 を和 らげた。 グ レタ

は家 で待 っている ６人 の子供 たちに平静な顔 を見せ られ るように，

こんない らい らした気分 を早 く取 り除 きたか った。

いよいよ車 を動 か し始 めた時 ，グ レタは声 に出 してつぶやいた。

「ああ，ハ ンス。貴方 にいて欲 しか ったわ。 これか ら私一人で どう

してい った らいいのか しら， ど うや って私一人で父親 と母親の役 目

を してい った らい．いのか しら。ハ ンス。私 も子供た ちもみんな，貴

方 にいて欲 しか ったの よ」

グ レタはふ っと三 カ月前の ことに思いをは しらせた。 あの時グ レ

タはハ ンスの ベ ッ トの傍 にもう長い ことじっと座 っていた。 ハ ンス

の体 は思 わ しくなか ったが，知力はは っきりとして おりしか も鋭敏

だ った。

「グ レタ，私がテープ レコーダーを欲 しが った時，なんてぜいた

くなんだろ うと思 ったろ うね。 私が何 もか も知 っていなが ら，君 が

なん とかや りくりを しな ければな らない とい うことを知 っていなが

ら頼 んだか らね」

「だ ってハ ンス，あなたがど うしてテープ レコーダーを欲 しがる

のか何 も云 って くれないんです もの」

「この病 院のベ ッ トで寝 ていると考 え事をする時 間が沢 山あって

ね。 私が決 して回復 しない ことはみんな知 っている。奇蹟 はあ り得

ないだろ う。 君が一人 っき りでまだ小 さい ７人 の子供 たちを育てて

いかなければな らないのをわか っていなが ら，君 を置 いて行 くの は

本当につ らい ことだよ。私 が死 んで しまっても何 とか君のカ になれ

るよ うに といろいろ考 えてきたん だよ。私 たちはいつ も家族 を しっ

か りと結 びつけている親密 さ と愛 とを大切 に して きたね。福音 は，

もし私 たちがず っと信仰深 か った な らもう一度一緒 になれ るとい う

ことを教 えて私 たちを力付 けて くれて いる。 グ レタ， どうか子供た

ちがいつ も信仰深 い生活 を送 るよ うに導 いて お くれ」

「で もハ ンス， そ れ は両親 の務 めよ。 一人 だけの もので はない

わ」 グレタは反論 した。．

「ハ ンス，あなたは今 までず っと子供たちを教育 した り， しつ け

１た りして きたの よ。 それなの にこれか ら私 一人でなんて……」

「そこで テープ レコーダーが必要 になるんだよ。君 のために残 し

て おきたいんだ。 体の調 子が良い時に子供 たちへ の メッセージを吹 ・

き込んで おこう。 そうすμば，君 が私 のヵ を必要 とする時や， ある

いは私が生 きておればなあと思 うよ うな時 にテー プをか ければ いい

んだよ。 ど うか忘 れないでお くれグ レタ。例 えば私 の姿 を目の あた

りにする ことが出来 な くとも，私 はこのよ うな方法でいう も君 と一

緒 にいる ことを。決 して忘れ ないで欲 しい， グ レタ」 ㌔．、

家 に着 いて ，グ レタは自動車 をガ レー ジへ向けた。窓 とい う．窓は

明 る く輝いていた。母が留守の間に子供たちはそ うす ることによ っ

て安心感を味わ っていたよ うだ った。．台所の ドァ７を闘け グレタは

中へ踏み込んだ。 子供たちは何 か静かなゲームを しているよ うだ っ．

た。 と．い うのは グ レタが期待 していたホ うな物 音 も騒 が しさもなか

った。 その時 グ レタはハ ンスの声 を耳 に した。 全 く信 じ難 い思 いで

思わず胸を おさえた。子 供たちはテ」プ．レコーダやをかげていたの ．‘

だ った。 ハ ンスが死んで以来グ レタには とて もそ うする勇気 が湧 か

なか ったあのテープ レコーダーを。 グ レタは耳 をす ませ た。ハ ンス．

の しっか りした，なだめるよ うな声がグ レタ．の ドギ ドキす る胸 を鎮

めてい った。 「例 え私 がお前 たちと会 えな くなるよ うなことが あっ

た として も，よ う．く覚 えておおき。私 はお前た ち一人「人 を本当に

心 の底 か ら愛 しているとい うこ とを」

ハ ンスの声 で気持 を高 め られ１支 え られて グレタは子供た ちと顔

を合わせる ことが出来る と思 った。 グ レタは居 間へ入 って行 った。

入 って行 って驚 いた。 そとには何 か しらここち良い雰囲気が満 ち満

ちて お り，どの子 の顔 にも静かな表情が表われていた。１４歳 にな る

ピーターが顔 を上 げた。戸 口の傍 に立 ってい る母親を見て ドキ ッと

したよ うす で，テープ レコーダー のスイ ッチを切 った。 「マ マ，怒

らないで。 お願 い。僕 らはア ンナのことを とて も気 にしていたんだ

茜 ｛それ に．ヤマはいなか った し。僕は何 もこわ さないよ うに とて．も

気を？ けて いたんだ よ。で も僕 らはパパが必要 だ ったんだ」

「いいの よ， ピー ター。 私た ちみんなにパパが必 要なのよ。今 は

なおさ らよ」 グ レタはいつ くしむかの ようにテープ レコーダ」に手

を触 れた。 「ア ンナは大丈夫よ。 さあ， もうお休みの時間は過 ぎま ．

した よ。 お祈 りを忘れない ようにね」

翌朝，病 院で， グ レタは ホールを通 り子供 用病室へ 向 った。重 い

ドァーを押 した。

「お早 よう， ア ンナ」 グレタは元気よ く云 った。 「よ く眠れた ？」

「眠れたわ，ママ」 アンナは グレタに しっか りと抱 きつ いた。

「本当 ？それな らいいわ。 ママはね， アンナがず っと一人で いる

ので とて も心配 したのよ」

「あ ら，で も私 は一人 ぽ っち じゃなか つたわ」 』

「看 護婦 さんが一緒にいて くれたのね」 グ レタは尋ねた。

「ちが う１ち ママ。 いい ことママ，ゆ うべ他 ⑱子供た ちの ママや ．

パパがみんな帰 って しまつ た時私 はその子供 たちが とって も可愛い ・

そうだ ったわ。 みんな一人 ぼ っちだ ったんです もの。で も私 のパパ ．

は一晩中ず っと私 の傍にいて くれたのよ。パパ は帰 った りなんか し ．

なか ったわ」
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私 はあ なた に会 う準備 がで きて い ます

マ リ オ ン Ｄ． ハ ン ク ス

そ の青年は・ どうしてそのような考えが浮んだか判 りま
せんで したが， とにか く，、もし神様の創造された偉大な自然

の中で一人になることができたら，天の父に祈ってみようと

思いました。そうしたらきっと何か答えが得 られるだろうと

思ったので した。それで，その青年は，早朝森の中に入 り，

天を見上げ，自分のしたことを話 したのです。彼の父親は宗

教を信 じていませんで した し，母親 も強いて勧めは しません

でした。ですから，家族はみんな，正式な礼拝 とか神につい

てほとんど知 りませんで した。けれども，答えを得 るたき６に

祈ろうという考えが浮び，そ して祈ってみました。

その青年の問題は決 してばかげた ものでな く，まじめな問

題でした。彼は学校を中退 して，自分のなりたいと思ってい

た人間とは違 う友だちの中に入 りました。仕事の将来性 もな

く，生活に疑問を もち，自分の将来について日毎に心配にな

ってきました。何か助けを得たいと本当に思 っていました。

でも，．人生をどう進んだら良いか判 りませんでした。 このよ

うにして，祈ろうとい う考えに到達 したのです。そして彼の

住んでいる西部の小さな町から近 くの森へ出かけて行 ったの

でした。

彼は森に立って，天を見上げ，主に向って話 しました。そ

れはとて も簡単で、 たが，私は，ベ トナムの森林地帯の上空

を飛んでいる飛行機の中でその話を聞いた時，とて も感動 し

ました。

彼は， 「私は天を見上げ， 主にお話 しました。 『神よ， も

しあなたが私にお会い下 さるのでしたら，私はあなたにお会

い したいです』」とおだやかに話 しま した。

驚 くような反応 も応答 もかえってはきませんで した。何 も

見えませんでしたし，何 も聞えませんで した。風 もない静か

な朝の息吹きと自分の胸の鼓動だけを感 じました。 しか し，

森を出る時に，祈 りは聞かれたことを知 り，将来その答えが

得 られるだろうという確信がありました。

その朝の帰 り道、バスに乗って，運転手の後の席に座 った

時，その最初の答えを得ました。その運転手は彼に 「ねえ君

は何か探 しているようだが，おじさんが助けてあげられると

思 うよ」と言いました。そして，運転手の話から，彼 はイエ

ス ・キリス トと回復されたキリス トの教会を受け入れるよう

になり，彼の入生は全 く変 りました。

１６才の時にこの伍長さんは，神様が自分のたあに備えを し

て下さっていることに気付き，その瞬間から，人生は大きな

意味を持つようになって，彼は積極的になり，仲間と一緒に

謙虚な威厳を持って歩み，働 く時に心からの親切さと強さが

にじみ出て くるようになりました。
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く つ を は き な さ い

ジ ェ フ ホ ー ラ ン ド

あ る友 人が 学 校 の サ ・ カー部 に入 って セ ン タ ーハ ー フを し下 い ま した・ しか し余 り…華

々 しくな か っ た そ の ク ラブ活 動 の話 を しま す。 彼 は サ ッカ ー部 に入 る こ とは入 っ た ので す

が ， 実 の と ころ シー ズ ン中ず っ と補 欠 で した。 そ して ， シ ーズ ンが終 る とや め て しま い ま

した。 最 後 の試 合 の 時， サ ッカ ー シ ュ ー ズを 脱 い で 毛布 に く るま って， 試 合 を眺 めて ベ ン

チ に座 って い ま した 。

と こ ろが ，

「お い
，試 合 に 出 ろ， 攻 撃 に つ け」

彼 は び っ く り して しま いま した。 ど う しよ う。 瞬 間， 「靴 を は くま で， ち ょっ と待 って

下 さい」 と コー チ に言 お うか と思 いま した 。 次 に， そ の 命令 が 聞 え な か っ た振 りをす る か

居 眠 りを して い る振 りを して い よ うか と思 い ま した。 け れ ど も彼 は男 ら し く， トレー ニ ン

グ シ ャツ とズ ボ ンを脱 ぎす て ， グ ラ ン ドに走 りま した。 彼 の真 新 しい ス トッキ ングが 人 目

に づ き ま した。 信 じ られ ない よ う な顔 つ きを した選 手 を し り目に，．攻 撃 に加 わ りま した。

け れ ど も， 初 め て試 合 に 出 た興 奮 で ， す くなか らず あが って しま って， イ ンサ イ ド ・ライ

トか らバ ッ クパ ス を受 け た時 に， ど う プ レイ した ら良 い か を忘 れ て しま い ま した。 味 方 の

フ ォ ワー ドが 敵 の右 手 に動 い た時 に， 彼 はす ばや く左 に 行 き， 敵 の攻 撃 を真 向 か ら防 禦

し， 敵 の ハ ー フ バ ック と バ ック ス を混 乱 させ ， うま く敵 の攻 撃 を ス トップ させ ま した。

こ の話 は い くぶ ん うま く行 きす ぎの よ うで す が， 友 人 は私 に大 切 な教 訓 を残 して くれ ま

した。 「だれ も， 私 が 得 点 を あげ た り，上 手 な プ レ ーを す る こ とな ど期 待 して い ませ んで

したが ， 違 う方 向 に走 って い ？た こ と は解 って くれ た と して も， 靴 を は か な い で， セ ン タ

ー ハ ー フ は許 さ れ ま せ ん で した
。」

教 義 と聖 約 の一 節 に， オ リヴ ァ ・カ ウ ドリは， 翻 訳 の賜 を さず か る ζ とが で き る とい う

啓 示 が あ りま す。 （教 義 と聖 約 ６：２５）

しか し， もっ と は るか に重 大 な 試 合 に， 靴 を は い て い なか っ た選 手 が いま した。 彼 は 前

の よ うに準 備 を して いま せ ん で した。 意 見 と言 い訳 を 口 に 出 して 言 う こ とが で きま せ ん で

した。 彼 は 「準 備 が で き るま で 待 って くだ さい」 と叫 び ま したが ， 永 遠 の業 は待 って くれ

な い こと を知 りま した。 主 は オ リヴ ァ に こ うお答 え に な りま した， 「われ 汝 よ りこ の特 権

を取 り去 り しは， 汝 が 嘗 て翻 訳 し始 め し時 に始 め た る如 くに翻 訳 をつ ず け ざ り しに よ る …

汝 怖 れ しに よ り時 去 りて 今 は 必 要 な らず」 （教 義 と聖 約 ９：５， １１） 生 涯 の チ ャ ン スは ，

機 会 が あ る時 につ か ま え なか った の で ， ど こかへ 行 って しま っ た の で した。

教 会 の若 い あ なた が た には ，偉 大 な 進歩 が前 途 に横 た わ う て い ます 。 永 遠 に続 く平 和 が

喜 びが あ りま す 。 誠 実 で あ りな さい。 備 え を な しな さ い。戦 い の中 に あ って， 信仰 を持 ち

続 け， 心 か ら奉 仕 しな さ い。 聞 く心 の あ るす べ て の人 々 に， 天 使 は，昔 ペ テ ロに言 っ た「目

を さ ま し… … くつ を は き な さ い … …つ いて きな さい」（使徒 １２：７，８）と話 しか け て い ま す 。 ．

１
』１６８



これ に ま さる トラの巻 は な い

ド ウ ェ イ ン Ｊ． サ イ ク ス

そ の特別な化学のクラスは大学の化学の授業としてとに
かく考えられないくらい難 しい もので した。複雑な公式，反

応，たくさんの印刷物や数 々の図表……難問ばかりでした。

その学期 も終 りに近づいた頃，四人の学生が自分たちのク

ラスのことを思いだ して憂 うつそうに話 し合っていた。二人

は帰還宣教師でそのうち一人はとて も背が高 くもう一人はそ

んなに高 くありませんでした。他の二人は末日聖徒ではなく，

二人 ともほっそりとして一人は赤い髪の毛を していま した。

「あのね， この試験に合格するにはうま くつ くった トラの

巻を使 う以外によい方法がないような気がするよ」 と落胆 し

て赤毛の学生が言いました。

「そりゃ，全部の範囲を勉強するのは不可能だよ，だけど

君 も知っているとお り，生まれて以来，ぼくはごまかすこと

が良いと思ったことはなかった」 と背の高いモルモンは打明

けました。そ して 「ぼ くらもそうしょうよ」と言いました。

四人のうち二人な技術者でしたので，試験に必要な全ての

情報を書 き入れる トラの巻を考案することはお手の もので し

た。空のフィルム巻を対にして二本の平 らな木の ヘ ラを 使

い，その空のフィルム巻の間に巾の狭い加算機のテープを巻

いて作 りました。ゴムバンドをその木のへらに結びつけると

テープは前にも後にも容易に巻 くことができるようになりま

した。二，三回練習すると，その巻物のような装置は手のひ

らに簡単に隠すことができ，指をちょっと動かすだけで引き

出す ことができるようにな りま した。それは本当に完全な装

置であり彼 らはそれを操作するのが実に上手になりました。

ところが，その装置の中に正 しい答えを書かなければなら

ないという問題があ りました。

一緒に勉強 しながら，その四人の学生は彼 らのクラスの四

人の ノー トを全て書きなおして一つの良いノー トに集め，教

課書で二回チェックし，問題や反応に対する答えを注意深 く

解 きました。そこで彼 らはこのノー トを簡潔にまとめて間違

わないように鉛筆でテープに書き込み，最後にインクで鉛筆

の上を一つづつなぞり三本のテープを作 りました。

彼 らは トラの巻で練習 し，答えについて，またどこに答え

があるか互に問題を出したりして練習 しました。試験の頃に

は彼らは全ての事をすっか り憶えてしまっていました。

四人が試験を受けるために一緒に教室に入った時，背の高

し・モルモンの学生は教室の前にいる教授のところまで歩いて

いって，ポケットか らその トラの巻を取 り出 し，机の上にポ

ンと置いて， 「先生，こんなに良 く出来た トラの巻を見たこ

とがあ りますか」 といいながら指でさし示 しました。
「いや

， まだ見たことはないね，実にうまく出来ている」

とその トラの巻をいじりなが ら， 驚いた教授は返答 しまし

た。

その学生は直 ちに くる りと後ろ向きになり試験を うけるた

ら６に自分の座席のところに戻 りま した。

ちょっとためらっただけで，小さいほうの帰還宣教師が真

す ぐに歩いていって教授の机の上に 「先生，この通 り実に素

晴 らしい トラの巻です」 といいながらそれを置き，彼 もまた

自分の座席に座 りました。

教室の後の方で，他の二人の学生は立 ち上がって驚きまし

た。彼らが互いにいぶか しげに眺めていると，赤毛の青年が

前の机の方に歩いていって自分のものを差 し出 し ま した。
「実に工学の傑作だね」

「先生はもう一度同じ事をいうことが出来ますよ」と友だ

ちの後につづいてきたやせっぽちの学生がつけ加えました。

四人 とも試験を受け，四人 とも大成功で試験に合格 し，続

いて四人 とも学位をとって卒業 しました。彼 らは今までにも

まして仲の良い友達になり，彼 らの内の三人は四人 目の人す

なわち背の高い帰還宣教師の示 した素晴らしい模範に何度 も１∵

感謝を表わ しました。二人のモルモンではない学生は教会に

ついて質問 し始め他の二人 と一緒に末 日聖徒の集会のいろい

ろなクラスのい くつかに出席 し始めました。間もなく二人は

教会の会員とな り，一人はすぐに伝道をし今はソル ト・レー

ク ・シティー ・ワード部のスカウトマスターであります。小

さい方の帰還宣教師はワー ド部で活発な教会の働き手でよい

指導者であ り，背の高い方の彼の同僚は現在ステーキ部長で

あります。
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報告 と公式の指示

ベ ル Ｓ・ ス パ ッ フ ォー ド会 長

（１９６８年１０月 ２日，扶助協会年次総大会の役員会で発表さ

れたもの）

扶助協会の現状について簡潔な報告をすることは，中央管

理会から数種の公式な指示と勧告がなされる事と合せて，年

次総大会で開かれる役員会の恒例のこととなってお ります。

これまで， ごく最近の年次報告か ら数字が，前年のと比較さ

れてまいりましたが，それは成長と実績についての正確な情’

報を与えて くれています。この報告をするにあ た っ て は，

１９６７年 １月から８月までの８ケ月間にわたる報告からの数字

を用いなければなりません。なぜなら，それが現時点では私

たちに可能なただ一つの全教会の数字であるからです。この

８ケ月間の記録それ自体を前年の１２ヵ月間の記録 と比較する

こと．はできませんので比較 した数字は用いないこ と に しま

す。事業が成長，拡大されていますので，それを処理するの

にはあ．る変革が必要となってきています。すなわち，相互調

整委員会 （コ、一リレーション ・コミッティー）の規定や勧告

と調和がた もたれるように事業を統一化するため，確固たる

手段が必要とな り，教会で承認する資料，特にある種の組織

や会の必要に応えるレッスンの資料を準備する必要がありま

す。また多 くの海外の組織に役立つよう扶助協会の資料を広

範囲にわたって翻訳することも必要 となってきていま．す。

業務の統一化

業務を統一化するための効果的な方法は，今年 １月に発行

１７０

された新 しい 「扶助協会手引」を利用することであります。

改訂 された記録簿や訪問教師報告書は，相互調整委員会が承

認 した資料の使用に関する現在の規定と同様，業務を更に統

一化 してくれています。簡単なレッスンを必要 としているグ

ループのために準備された４巻の特別なレッスンは，夏季期

間中に大学構内扶助協会で使用されるレッスンと同様に教課

計画に関してより調和のとれたものとなっています。扶助協

会では，承認 したプログラムと，自分たちが選んだレッスン

や他のプログラムと取 り替えて使用 しないように指示 してお

ります。扶助協会のレッスンや他の資料についての翻訳に関

しては，現在，教会の翻訳事業部を通じて１６力国語に訳 され

ており，さらに他国語が追加される見通 しがあることをお知

らせ したらとても興味をひかれることで しょう。

大学構内扶助協会会員数の年次報告

１９６７年 ８月３１日の会員数は，．同年 １月 １日の会員数よ りも

僅かに減少を示 しています。これは私たちが大学内の扶助協

会におおよそ一万人 もの学生の姉妹が登録されていたことを

気ずかなかったことから起ったのです。 これらの姉妹は，晩

春あるいは初夏に大学を休んだ後，秋 に学校へ戻る迄，扶助

協会の会員数に記録されないでいたのです。そこで私たちは

次のように考えています。つまり大学構内扶助協会の ５月の

数字が８月３１日の数字よりも，学生を含めた数字となってい

るなら，正常な１２ヵ月間の会員数は一万人以上 も増加 してい

たであろうと思います。

新しい保育の手引

幼児のための特別著作委員会のお陰で，新 しい扶助協会保

育の手引ができましたのでよろこんでお奨めいた します。そ

れはとても興味あるもので若干の全般的な指示を 含 ん で い

て，それに，レッスン，物語，歌や指遊び，また楽 しく意義の

ある活動がおりこまれています。その活動は就学前の小さな

子供たちに教えるために注意深 く選択され，推せんにあたい

するものであります。 この手引書はステーキ部やワード部，

伝道部や支部で有効に，これからの数年間使用されることに

なるでしょう。 しか し， まだ外国語には訳 され て おりませ

ん。

レーマシ人の組織を強化すること

レーマン人の姉妹たちが必要とするものがみたされるよう

に，その組織を強 くするため，レーマン人の扶助協会があるス

テーキ部や伝道部の姉妹たちは全力をつ くされるようお願い

します。 このレーマン人の姉妹たちが教会や自分たちの住む

社会環境の中で気持良 く生活できるように助けてあげて下さ

い。子供たちを迎えられるような望ましい家庭作 りを助けて

あげて下 さい。私たちは彼 ら自身の文化の美を失わせようと

するのではなくて，む しろ扶助協会を通 じてすべての女性が

享受できるあらゆる利益を与えようとしているのです。 レー

マン入の姉妹たちが，１９６８～６９年にわたり使用する新 しい特

別なレッスンは準備されていません。 これらの姉妹たちは必

要に応 じ，特別 レッスンに含まれている１巻から４巻のレッ



スンを正式に繰 り返 し用いることになるで しょう。彼 らはま

た今年の教育計画であるホームメーキング ・レッスン，訪問

教師用メッセージ，社会のレッスンを用いることになるでし

ょう。１９６９～７０年にかけてレーマン人の姉妹たちが使用する

ための新 しいレッスンが準備 される見込みです。

教育

婦人の根本的な要求をみたすたあの総体的なそして均衡の

とれた教育を与える制度 として，扶助協会は類のない もので

あ ります。おおよそ２万 ５千人の姉妹たちがクラス リーダー

として奉仕 しており，彼 らはクラスに出る前に良 く準備 し，ク

ラスに出席する姉妹を有意義なレッスンに参加させようと努

力 しています。教育の資料は，１９６８～６９年の教課課程 と一緒

に入手できます。これらのことは， ７月に発行 された中央管

理会報，扶助協会誌，１９６８年 ８月号に掲載のフィール ド・デ

パー トメン トに対する注意事項などで皆様にすでにお知 らせ

してあ りま す。 この時間をかりて大神権者用 レッスンとし

て，更に扶助協会の社会とも関連 して用いられた本の著者で

ある，故 Ｊ ・ルーベン ・クラーク・ジ ユニアを通じて入手で

きます。 もし， １枚から５枚購入するのであれば値段は１枚

あたり郵送料共３５セントです し， ６枚以上購入になると１枚

あたり郵送料とも２５セントです。

ホーム ・メーキング

次のシーズンにホームメーキング集会で使用す る た あ の
「レッスン

」の重要性について皆様 に注目していただきたい

と思います。これらのレッスンは，家庭環境や家族関係にあ

っての美や風雅を作 り出すための原則とこころみについてふ

れてあり，それはまた家庭で霊性を発達 させるのに役立つ こ

とで しょう。 これらは無視 されてはなりません。 しか し他の

ホームメーキング活動に属する時間までおかすようであって

もいけません。 ，

赤十字による家庭保育のクラス

中央管理会は扶助協会会員が家庭保育についてのクラスを

ぜひ持つようにすすめることが急務であると感 じています。

私たちは非常に感謝 しているところですが，アメリカ赤十字

社の寛大で心からなる協力により，アリゾナ州のフェニック

スやメサ地区で保育のクラスが大きな成功をお さめ て お り

ます。そ して現在，南 アリゾナ，プロボ，オグデン，シア ト

ル地区でもこころみられています。またポー トランド地区へ

もクラスを拡げるよう計画 しています。他Ｑ地区でも中央管

理会が赤十字社の協力を得て準備ができましたら実施される

で しょう。私たちはこのプログラムによって多 くの扶助協会

員の家庭が恩恵をうけるであろうと期待 しています。皆様 の

地区から家庭保育の４一スを設けたいと云 う知 らせを うける

とすれば，中央管理会 としては喜ばしいかぎりです。

慈善奉仕

１９６７年 １月から８月にかけての８ヵ月間に， ２万 ４千百日

（１日８時間） も保育の他に，家庭内での病気に対 して看護
も

がなされています。 これからの４ヵ月間にこれと同じ割合で

』
奉仕が続けられるとすれば， １年間に５千 ５百日 （１日８時

間以上） も奉仕がふえたことになります。１９６８年 ４月発行の

扶助協会誌掲載の報告に注意するなら，この他に数多 くの慈

善奉仕がなされていることを知って皆様は励まされることで

しょう。そうして，扶助協会が悩んでいる人々に本当に責任

を果 していると云う証拠を得 ることが出来るのであります。

福祉計画参加時間の記録

扶助協会は，教会の神権福祉委員会によって運営されてい

る教会の福祉計画をこれからも支持いたします。新 しい規定

には，女性が福祉計画に貢献 した時間を記録するよう言われ

ています。今後は扶助協会会員が貢献 した時間数のみ記録 し

て下 さい。

家庭訪問教育

家庭訪問教育計画は規模の上で拡大 し，質の上でも改善さ

れ，おおよそ，１３万２千人の訪問教師によって ５百万もの家

庭訪問がな零れています。 この計画の重要性は長いこと証明

されてまい りました。

私たちは姉妹たちの奉仕 と扶助協会会長たちが誠実にその

指導に努められたことを心から称讃いた します。

音楽

音楽のプログラムは，それが文化的な面や伝道の面で貢献

していると同じように，美的な豊かさや喜び，また才能を啓発

す る機会を扶助協会にもたらして くれています。 もし私たち

が，シオンの讃美歌を皆で一緒に歌わないとしたら，またシ

ンギング ・マザーズのコーラスによる壮重な音楽をきけない

としたら，また天与の才ある独奏者や偉大な伴奏者の音楽が

きけないとした ら，そ して美 しい敬けんな前奏や後奏がきけ

ないとした ら，この大会は霊的になんと貧 しいものとなって

いることで しょう。

私たちはシンギング・マザーズのコーラスが増え，しかも質

的にも素晴らしくなっていることに心を打たれるのであ りま

す。これらのコーラスは世間的にも認められる存在 とな り，

重要な行事の折に歌 って欲 しいと云 う招待がふえてきていま

す。例をとりますとニユヨーク， ニユージ ヤージ地区で，昨

年， 「クリスマスの声」 と題 して，ＮＢＣから全 国 向 け に

３０分間エレン．Ｎ．バーンズ姉妹の指揮で放送 されま した。ま

た最近では南部地方に所在する８つのステーキ部の扶助協会

で編成 した ３７５人のコーラスが， モンテ ・アンドレッグ姉妹・

の指揮 によりヘ ミス博覧会で演奏いた しま した。他のコーラ

ス も大事な催 しで歌 ってお ります。皆様方のシンギング ・マ

ザーズコーラスが自分のステーキ部外で演奏するような場合

は，中央管理会から指示と承認をうけるよう に して くださ

いｏ

ソングコンテス ト

私は次の事を発表できるのを嬉 しく思います。それは，音

楽を更に振興させるたき６に，才能ある音楽家で， しかも以前

中央管理会のメンバーであった， クレオン．エクリズ姉妹の

好意により，中央管理会では， １年に １度，末 目聖徒の婦人
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のために，作詩，作曲のコンテス トを催すこ・とにしました。

またそれは 「扶助協会 ソングコンテス ト」 と呼ばれます。こ

のコンテズ トの目的は教会の女性の間で音楽の全般的な分野

にわたって，芸術の香 り高い創造性が作 り出されるのを勇気

づけるためであります。今年のコンテス ト （１９６８～６９）は，

この発表で幕が開かれ，１９６９年３月で締切 られます。

中央管理会としては，この発表に続いて， コンテス トが開

催されるのをよろこんでお ります。．コンテス．トの規定につい

ては１９６８年１０月号の扶助協会誌に発表いた します。

扶助協会誌

会誌の普及計画で，ステーキ部，ワード部の会長会 （扶助

協会） と雑誌係が懸命に働かれていることを知って心から感

謝 しております。現在の普及状況は，英語，スペイン語版を

合せて，２７万 ３千部 となっています。私たちの仕事のすべて

の面で会誌がいかに重要であるかは，私たち皆がよく知って

いるところであります。

ガーメン トの供給

私たちはまた，ガーメントの供給プログラムで，ス’テーキ部

扶助協会長が進んで素晴らしい努力をされていることに心か

ら感謝いた します。皆様方はこの偉大な任務の精神を良 くわ

きまえて，大管長会が扶助協会にこの仕事を任命 されること

で要望された目的を実現 しょうと，計画を指導 しておられま

す。 これは私個人の意見でありますが，扶助協会が大管長会

からこれ以上に偉大でよりはるかに重要な特別な任務を今ま

でにうけたことはないと思います し，また扶助協会．々長がこ

れ程熱心に，兄弟たちが しょくぼうしてお られるように立派

に任務を果たしたいと願ったことはないのではないかと思い

ます。 この聖なる衣類の仕事を続けるにあたって主がひきつ

づき私たちを祝福 して下 さるようお祈 りいたします。

基金の調達

ワー ド部やステーキ部 の扶助協会々長が，基金の調達のた

め賢明な指示を与えておられることに対 し，また支出をする画

にあたっても，智恵を用いておられ，会計の正確を期 してお

られることに対 して私たちは称讃の言葉を捧げます。皆様が

役員の方たちと一緒に， 「扶助協会手引」の４１～４７ページに

わたる１０章 「資金 と財産」の項を読み返 していただ くよう提

案いた します。特に４２ページの「商業販売」の項に注意 して下

さい。ホームメーキング集会で姉妹たちは，実演者がその会

社から材料や道具を購入できるのですが一 実演する人の利

益をすすめがちになることに関 して注意を払ってください。

姉妹の皆さん，扶助協会の役職につ くことは責任 と信頼を

伴 うきわめて名誉あることです。扶助協会の指導は主の祝福

を必要としています。この機会に扶助協会の指導者を任命す

る方法に変更があることをお知らせ します。それについては

「指導総合手引」１９６８年Ｎｏ．２０，３１ページに次のように示 さ

れてあります。

ステーキ部およびワー ド部補助組織の職ぺの按手任命

１７２

ズテーキ部補助組織役員および管理役員，ワード部補助組

織役員，および教師は，召された職に按手任命される。ホー

ムティチングは神権者本来の責任であ り，扶助協会の会員で

あることは，慈善奉仕を行うことなので，按手任命の必要は

ない。

ステーキ部補助組織の管理会長および会長はステーキ部長

会により推薦を受け，ステーキ部長会と高等評議員会の承認

を受ける。ステーキ部大会で支持の挙手を受けた後，ステー

キ部長によりまたはステーキ部長の指示の もとに按手任命さ

れる。

ステーキ部補助組織の他の役員および管理役員は，担当高

等評議員と相談の上補助組織の長が推薦する。ステーキ部長

会と高等評議員会の承認を受けた後，彼 らは，ステーキ部大

会か，その補助組織の指導者会で支持を受け，ステーキ部長

によりまたはステーキ部長の指示のもとに按手任命される。

ワード部補助組織の管理会長と会長は，監督会により選ば

れ，聖餐式で支持を受け，監督によりまたは監督の指示のも

とに按手任命される。

ワー ド部補助組織の他の役員および教師は，補助組織の長

によ り推薦 され，監督会により承認を受ける。彼らは，聖餐

式で支持を受け，監督によりまたは監督の指示のもとに按手

任命される。

補助組織の指導者は，ステーキ部長会，高等評議員会，監

督会が候補者を面接 し，召しを公表するまで，新 しい役員と

連絡をとってはならない。

この規定は，新 しい 「扶助協会手引」２６ページで示 してあ

る扶助協会の役員，クラスリーダー訪問教師を任命すること

についての規定と関連 しています。

訪問教師については，神権の権能によって，この特別な仕

事に召されなければな りません。そうして彼女たちは扶助協

会の使者として出て行 くのであ ります。 このような状況のも

のでは，按手任命される必要についてふれていません。私た

ちはこのことはホーム ・ティチ ヤーが按手任命されなくとも

よいと云う規定と一致 していると解釈 しています６「

姉妹の皆さん，あなた方と共に働 く女性たちは，善をなす

ことに熱心であり知恵をもって生活 し，主の御意に一致 しょ

うと努めている貴重な女性たちであ ります。 これらの選ばれ

た女性たちが，扶助協会会員であることに喜びを もつ よ う

に，また彼女たちが扶助協会を通 じて，必要なものや希望の

ものがもたらされるように，扶助協会の仕事を指導 していく

ことが皆様のつとめであります。

主の選ばれた祝福が皆様の上にありますようお祈 りいた し

ます。



独 身 時 代 の

チ ャ レ ン

モ ー リ ン Ｄ ． キ ー ラ ー

、 “
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福 音 のわ くの中で豊 かに， また幸福に暮 らしてい くことは， 独

身 の末 日聖徒 の女性 に一つの チ ャレンジを与え ることにな ります。

快活 さ，創造性 ，それ に将来 に対す る見通 しを もって このチ ャレン

ジに直面すれば，心 に永続す る満足感 と幸福感を もた らす ことがで

きます。年齢を問 わず，末 日聖徒の女性は永 遠の伴 侶を待 ちわびる

数 ケ月， あるい は数年の月 日を実 り豊 かな 日々に，準 備の 日々にふ

り向 けることがで きます。すなわち人 生を永 遠にわたる見通 しの も

とで考え ることに よって，また 自分の資質 を伸ばす ために価値 ある

数年間を費す ことによ って，あ るいはまた， これは最 も重要 なこと

で しようが，犠牲をは らうこと，愛す ること，また奉 仕することは

何で あるかを具体的に学び知 ってい くことによ って。 も し彼女 が自

分か ら進んで この ようにす るのであれば，独 身時代 とは賢 明に用 い

られ るべ き恵みの 日々であ るとい うことを知 るで しょう。 このよ う

に して，彼 女の生活はいわば 「創 造的に待つ」 ことによ って豊 かな

もの とな ります。 決 していたず らに時を数え ることによ って 日々の

生活を空虚な ものには しないのです。 １

結 婚に関す る事柄 は末 日聖徒 の教えの内ではよ く行 きわた り，ま

た容易に理 解 され ることです。福 音は教 会の会員に対 して，また広

く世間一般 に対 して，最 も重要 な教 えの一つ として家族 関係 の永遠

にわたる恩 恵を非 常に強調 してお ります。 この素晴 らしい教 えが あ

ま りに もたびたび強調 されるので，多 くの末 日聖徒 の少女 たちは結

婚 こそ 自分 たちの価値 を測 る唯一 の尺度 であるとい う感 じを持つ に

いた ります。 その結果，年配 の独身婦人 のある人 たちは，聖餐 会で の

話などで，いつ もこの教 えを思 い起 こさせ，自分 はまだ大切 な目的 を

達 成 していないんだ とい う気持 を思 い起 こさせる事柄 に対 して非常
ロ

に神 経質にな ります。 たぶん，年配 の独身 の男性 ，女性 に とって共

通す るさけるこ．とので きない最大 の圧迫 の一つ は，友人や親戚 の善

意 ではあるが配慮 に欠 ける忠告です。 悪 いことに， これ らの人た ち

は，独身者 は自分の立場を充分 に理解 し，機会があれば喜んでその

立場 を変 えたいと思 って いることを認識 して いないように思 われ る

のです。

しか し， これ らの圧迫 や，独身者 は他 の人 たちにお くれ を とって

いるん だと時折思い出 させ る事柄等に もかかわ らず，末 日聖徒の独

身の女性たちは人 生に喜 びをもち，また積極 約に応 えるため に自分

たちの能 力を伸ば してきて いるのです。 こうす ることによって，独

身 時代 を教 会，社 会，隣人 に対す る意義深 い責献 の日々に変 えて い

るのです。 この ことは， 自己を啓発 し進 歩す るこ とによ り，また神

へ の確 固 とした信仰 によ り，また結婚 は永遠 に続 く人生 のいわば一

里塚で あるか ら， いつか は到達で きると考え ることによりなされ る

のです。

独身 でいる ことは完全 な幸福 を得 るのに大 きな障害 に な って い

る，とい う考 えを女性 が抱 くのは私 たちの社 会では当然 のことで す。

著名 な精神病 医が大学生 の年 頃の女性 について書 いてお ります。つ

ま り 「女性 の結婚年齢 の平均 は２３歳位 で，この年齢 を過 ぎると結婚

につ いての心配 が明 らかに不断 の ことにな って くる し………。今 日

ではまだ独身 でいる２４歳 の女性 は自分 はもはや オー ル ドミスで ある

と考 え勝 ちにな ってきている」

このよ うなわけで， もし，女性 が未婚 のままで３０歳 あるいは４０歳

にな った とした ら，自分 は魅力 的でないんだ とか，好 ま しか らぬ人

物 なんだ と考 えがちになる ことで しょう。 この思 いが彼女 自身 につ

いての，あるいは人生全般 にわた って根強 い失意 にまで なって い く

か もしれませ ん。 当事者 に とっては， この失意 に完全 に屈服 して し
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ま うことが神を否認 する ことを意味す るとい うことを認識 し難いの

です。つ ま り失 意へ の屈服 は，祈 りに応 え， 日々の生活を助 けて下

さる神 を否認 する ことに結 びつ くのです。 も し，天父で さえも彼女

を助 ける ことができない とか．あるいは助 けて下 さろ うとしな いと考

える ことがある とすれば，．その時 には信仰 を疑惑で置 き換 えだこと

にな ります。 なぜ な ら，両者 は同時 に存在 し得 ないか らです。疑 い

が時折頭 をかすめるのは当然 な ことで しょう。 でも長 く続 く失意 は

信仰 を弱 めます。 このよ うな失意 か ら救 って くれるものは，神 は正

しい祈 りには必ず応 えて下 さる とい うぐらつ く こ と の ない信念で

す。神 は１ 御 自身 が最 も適 当 と畢 われる時に応 えて下 さいます。．見
メコヒ

過 される ことは決 してあ りません。 このよ うな信仰 には容易 に到達

出来 る ものではあ りませ ん。 しか し他 のどんな技術 でもそ うである

よ うにふだんの練習 と応用 によ って培 われて い くものです。主 の言

葉 は告げています。

「求 めよ，そ うす れば与 え られるで あろ う。捜せ そ うすれ ば見 い

出す であろ う。 門をたたけ， そ うす れば， あ けて もらえるであろ

う。すべて求 める者 は得 ，捜す者 は見 いだ し，門をた た く者 はあけ

ても らえるか らである。 あなたがたの内で自分 の子 がパ ンを求 める

のに，石 を与 える者 があろ うか。 このよ うに，あなたがた は，悪 い

者 であ って も，’．自分 の子供 には，良 い贈 り物 をする ことを知 ってい

る とすれば，天 にいますあなたがたの父はなお さら，求 めて くる者

に良い ものを下 さらない ことがあろ うか ６」 （マ タイ ７＝７～１１）

主は御 自身でよ しとされ る時 と方法で，正 しく，また神聖 である

と認 め られ る結婚 に関す る希望 をかなえて下 さいます。 もしこの世

でなければ次の世 で。です か ら信仰 には，物事 を長期 にわた って見

る こと，つ ま り人生 の永遠性 に基 く物 の見方 を伴わなければな らな

いのです。 このよ うな考え方は当然次の ことを意味 しています。 す

なわち最良の永遠の伴侶 にめ ぐり会え るのが３８歳であろ うが，４８歳

であろ うが，５８歳であ ろうが，あ るいはまた何歳であろ うとも，そ

の ことは決 して失敗 を示す ことにはな らない ということです。む し

ろ，それは人生が永遠である とい う原則の表明 にす ぎないのです。

「天が下のすべての ことには季節があ り，すべてのわ ざには時があ

る」 （伝道 ３：１）人生の真の価値は，その女性が何歳で結婚 した

とか， あるいは全然結婚 しない とかで はか られ るのではな くて， そ 、

の人が隣人をいか に祝 福 したかによ ってはか られるべ きです。 旨

ですか ら，真 に問題 になるのは独身で あるとい う こ と ではな く

て，独身時代 を豊 かにす る方法 を見つ け出す ことで あり，また豊か

にす るため に努力す ることなのです。 ジ ョン ・ミル トンは彼の著名

な詩 「失明 につ いて」 の中で世 に告 げてい ます。 「彼 ら且 立ち上が

って待 ち望 んで いる人 に のみ ’る」 普通 に使 われ る 表現 「座 っ

て待つ」 と何 と異 って いることで しょ うか。 「立 ち上が ってい る」　 　
とい う表現 は次 の ことを暗示 してい ます。つ まりヂャ レンジに応え

るために，また積極的 な，快活 な， そ して思 いや りのあ る生活を求

めて立 ち上 る ことを。決 して生気め ない，消極的な生活を暗示 して

いるので はあ りません。幸福 にそ して祝福 された生活を してい る独

身 の女性 は少 くとも以下 に述べ る三通 りの方法で チ ャレンジに直面

しています。 ω独身時代 を才能 や資質 を伸 ばす時 にす る。｛２隣 人 と

の間に暖 か く，．健全 な人 間関係 を築 きあげる。〔３結 婚 によ らな くと

も愛 と奉仕 を用 いる方法 を見つ け出す。

「創造 的に待つ 」女性 たちは仕事，教育，あるいはどん な活動で あ

って も教 会に熱 心に参 加する人 こそ最大 の祝福 を受 けるとい うこと

１７４

奪

を良 く理解 しています。 この人 た ちは，大部分 の独身女性 が楽 しん

でい る好条件を賢明 に使 うことを知 っています。例 えば，ゆ とりの

ある時間，個人的な 自由，身軽 さそれに充分 な経済力。 この ことは，

職業婦人，教会の会員，そ して将 来の主婦 としての この人 たちの価

値を高めます。 この人た ちは 自分に とって充分 にや りがいがあ り，

満足のい くよ うな仕事を さがすのであ って，決 して時間つぶ しのた

めの仕事を ざがすのでは．あ りません。彼 女たちは一時的にあち こち

す るのではな くて，しっか りと根を おろす ことので きるよ うな，調和

の とれた， しか も魅力的な環境 にあるのです。 この人たちは旅行 ，

新 しい本を読む こ と，友情を育て る，．あるいは何か新 しい経験をつ

む ことによって生活を充実 させてい るρです。 この ことは知性の領

域 を押 し広 げ，人間 についての知識を増 します。 いわば 彼 女 た ち

は，結婚 それ 自体が空虚な生活を満 して くれ るのではな く，む しろ

逆 に満 ち足 りた生活 こそ結婚を豊かな ものにす るとい う前 提の もと

で生活 を して いるのです。

結婚 してい る人た ちともまた未婚の人たち とも親 密な友 人関係 を

築 きあげた女性 は， 自分が望まない限 りどうして孤独であ り得 るで

し ょうか。独身時代 は人 々に対 して防御用の壁を作 り上げて しま う

時代 にもなるで しょうし，また逆 にた くさんの新 しい友 人を見つけ，

・同時 に旧交 をよ り固 いもの にす る時代 にもな り得 るで しょう。友 情

を築 きあげようと努力す る女性 は幸福です。 他の人 と気軽 に交流す

る ことは難 しい と考 えて いる女性 にと って，独身時代 は慎重 に専門
．
的な助力 を求 める ことによって この問題 を解決す るとて もよい時期

です。友人 を得 る とい うことは現在 と将来 にとって非常 に良い こと

です。 ギブ アン ドテエイ クの実社 会の生活で得 たこと，すな わち譲

歩する こと，熟考 する こと，犠牲， （精神的 なことに対す る意味での）

肉体 的な関心等 は後 の結婚生活 に大 いに役 に立つ ことです。現在の

ためには，良い友人 は，す ぐれ た本や音楽 と同 じよ うに支 えにな り

励ま しにな り生活 を豊 かに して くれます。

たぶん独 身の女 性に とって何 よ りも大切 な ことは愛 と奉仕への具

体的な方法 を見つけ出す ことで しょう。 これ らの人 たちは教会の い

’ろいうな責任 を受ける ことができます
。奉仕 を最 も要求 され る専任

の責任を受け ることもあ ります。 もしそ うでない場 合は，病院 ，市

民団体，あるいは特殊教育 セ ンターでパー トタイマーと して，また は

奉仕員 として働 くこともできます。独身 でいる ことが，他 の人た ち

と愛を分ち合 うことを妨 げているのではあ りませ ん。利 己心 を忘れ

て献 身する ことを学ぶ機 会は，家族 であって も，友人で あって も，同

室の人であ って も，また隣人 であ って も殆ん ど同 じです。 そして結

婚については これに優るまたは もっと大切 な特質 は殆ん どないので

す。 愛 と奉 仕の経 験が深 まるにつ れて ，その人 の生活 は今 まで よ り

も更に福 音に従 った ものにな ります。 このよ うに して ，’前述 した三

つの方法の内の三番 目によ り，永遠 に続 く結婚生活 の準備 をして い

ることにな ります。

「創造的に待つ」 ことの基本 的な考 え方 は次のよ うに要約 され ま

す。 すなわち旅は本来それ 自体 が目的であるよ うに，人生 も正 に同

じ老え方で営まれ るべ きであ ります。実 り豊 かな生活 を して いる独

身の女性は， 自分 の理想像 になれるよ うに座 して待つ ことは しない

のです。 この人た ちに とっては実現 すべ き ことは焦燥 の内に待 ち望

む将来にあ るのではな くて，愛 と献身 の内に こそあ り，また現在 に

生 きることの内に こそあ るのです。



愛する息子へ

も し人 が 虎 に 出 会 っ た ら…∴・
父 親 が １０才 の 息 子 に あ て た 手 紙

ゆ うべ一緒にテレビを見ていた時，お前は私に質問した

がその時は何 も答えなかったね。今私の乗 っている飛行機が

着 くまで，まだ ２，３時間あるから，その間にきのうの質問に

自信をもって答えることに しょう。 きのうのあのジヤングル

番組の中に出てきた虎が，いったいどのくらい悪贅 こく，ど

の くらい強い力をもっているのかなかなかわか りにくかった

のを覚えているかい。その虎が怒 った様子でうなり声をあげ

て急に飛びかかってきたとき，お前は私の方に向き直って真

剣にこうたずねたね。 「ねえ，お父さん。 もし人が虎に出会

ったらどうしたらいいの ？」 と。そうだな， もし人が虎に出

会ったら，その人は覚悟を決めなければならないだろうね。

そうしなけれはかみ殺 されてしまうか らね。 もしお前 や私

が人間にも他の動物たちにも恐れ られているあのむ ごい 油

断のならない虎のいるところに住んでいるとすれば，私 はお

前が夜出歩 るいたり背の高い草む らや茂みに近かずかないよ

うに注意するだうち。虎に出会っても，ライフル銃をかまえ

ジ ョ ン ・ フ ア ー ・ ラ ー ソ ン

を

ノ

‘

ておりに入っていれば安全だし，象の背中の上にのっていれ

ば虎 も飛びかかっては来ないだろう。 しか しどんな場合でも

決 して油断はできない。あの鋭 い爪でひっかかれたら象のよ

うに厚い皮で もたちまち傷ができて しまうからね。だからも

し人が虎に出会ったら，まず自分がどうしようとしているか

を知 り度胸をすえなくてはならない。 もっとも，お前 も私 も

本物の虎に出 くわすことなどはまずないと思 うがね。 ところ

で，ここにインドのジヤングルにいるのと同じぐらい悪賢 し

い恐 ろしい虎がいるんだが， そ れ をここで 「目に見えない

虎」と呼ぶことに しよう。 この 「目に見えない虎」 も生きた

本物の虎 と同様恐ろしく危険なのでいつも注意 しなくてはな

らない。 「目に見えない虎∫ もテレビの中の虎のようになか

なか見わけに くいものだ。まわりにいる人々，そういう人々

の話す言葉 という高い茂みの中にか くれているか らね。 「目

に見えない虎」は人の心を食い殺 してしまう恐ろしい ものな

んだよ。 この虎を退治するにはまず 「目に見えない虎」を見

わけてから，勇気 という盾 とか力強い武器で身を守らなけれ
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ば な らな い の だ よ。 この手 紙 に は， も し人 が 虎 に出 会 った ら

ど うす るか一 も ちろ ん こ こで い う虎 は 「目 に見 え な い虎 」

の こ とだ が一 そ の事 に つ い て書 こ う と思 う。 虎 を退 治 す る

に も法 則 とい う ものが あ る か ら， それ に精 通 して 実 際 の 場 合

に即 した もの を た め して ご らん。

法 則 １． 「目に見 え な い虎 」 を 分 類 す る

お前 が 蝶 や昆 虫 を採 って きた とき， そ れ を分 類 して ， 普 通

名 や ， 学 名 を つ け るの に どん な に苦 労 した か覚 え て い るか

い。 虎 を 分類 す るの に も同 じ こ とが 言 え る の だ よ。 「目 に見

え な い．虎」 を 分類 す る の に頼 りに な る の は耳 ぐら いの もの だ

か ら， お 前 は も っ と敏 感 な 賢 こい人 間 に な らな くて は い け な

い。 お前 が 自分 で， 悪 い こ とだ とわ か って い る こ とを 誰 れ か

が無 理 や りに や らせ よ う と して， こ とわ る と今 度 は 「弱 虫 」

よ ば わ り した り， ま た 「ち っ と も悪 い こ とな んか じゃ ない ん

だ よ」 とい って何 とか して お前 に悪 い事 を させ よ うとす る人

が い る と き， そ こに 「目 に見 え な い虎 」 が ひ そ ん で い るの

だ。 この虎 は誘 惑 とい われ る虎 だお 前 が 何 か 悪 い 事 を しよ う

と した り考 え た りす る の は この 「誘 惑 」 と よば れ る虎 の せ い

な の だ。 た く さん い る 「目 に見 え な い虎 」 の 中 で も特 に １０才

とい う年 令 を 狙 って い る虎 に は 「見 せ び らか した い」 とい う

気 持 を 起 こ させ る虎 ， 「仲 間 につ いて い き たい 」 と い う虎

「か らい ば り して み た い
」 とい う虎 そ して 「盗 み を して み た

い」 とい う虎 が い る。 「見 せ び らか した い虎 」 とい うの は，

人 の注 意 を 引 くよ うな 何 か悪 い こ とを させ よ う とす る虎 で，

また 「仲 間 に つ い て い きた い虎 」 一 これ は １０才 とい う年 令

が 大 好 きな ん だ が ， 自分 の つ き合 っ て い る仲 間が 悪 い仲 間 だ

とわ か って い な が らな お い っ しょに つ い て行 くよ うに して し

ま う虎 を い うの だ。 ま た 「か らい ば りを して み た い虎 」 とい

うの は ， 変 に大 人 の ま ね を して み た り， 自 由を 主 張 して み た

りす る虎 の こ とを言 うん だ よ。 もっ と も これ は 「反 抗 」 と呼

ば れ る もの な ん だが ね。 最 後 の 「盗 みを した い とい う気 持 ち

を持 た せ る虎 」これ はｆＯ才 の子供 に と って大 きな 問題 な ん だ 。

エ０才 に もな れ ば， お前 も良 い事 ， 悪 い こ と ぐらい の 区 別 は で

き るね。 と ころが １０才 の子 供 に は区 別 はで きて もい つ も良 い

事 ば か りを や る とは決 ま っ てい ない の だ。 この 虎 は ，心 の 中

で 「誰 れ も知 らな い だ ろ うか ら… … 」 とか 「ど うせ 見 つ か ら

な い だ ろ う」 とか 「あれ が な い とみ ん な に い じ め ら れ る …

…」 か らな ど とひ そか に考 え て い る と ころ に か くれ て い る虎

な ん だ よσ

法 則 ２． ボ リユ ー ムを 上 げ る

お 前 は今 まで 学 ん で きた い ろ い ろ な もの を， ひ そ か に しま

って お くだ けで な く， そ こか ら と り出 して， 日 々 の生 活 の中

で 再 び 生 か して い くよ うに しな け れ ば な らな い。 テ ー プ レコ

ー ダー で い うな らば録 音 再 生 器 が そ の役 目 をす るわ けだ が
，

この 再生 器 の ボ リユ ー ムが 小 さす ぎ て時 々聞 こ え な い時 が あ

る。 だ か ら も し虎 に 出会 っ た ら こ の ボ リユ ー ムを も っ とず 一 ’

つ とあ げ な くて は い け な い。 わ か るか い ？

法 則 ３． 狙 いを 定 め る

「目 に見 え な い虎 」 は他 で もな い お 前 が 退治 しな け れ ば な

らな い もの なん だ よ。 狙 い を 定 め る とい う こ とは， っ ま り自
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分のやるべ き事をはっきり決めるというこをだ。ところが，

お前ぐらいの年になると自分の考えをはっきり決めるという

ことがとてもむずかしくなってくる。友だちの影響力という

のが小 さい頃より今のほうが さらに大きくなってるからね。

その友だちが時 としてお前に冷たかったり，お前の悪口を言

った りしていじわるをするようなことがあると，決心するこ

とがちよっとむずか しくなってくるのだ。 「目に見 え な い

虎」は本物の虎 とは違って年をとった り事故にあったからと

いって死んだ りすることはないのでその虎にどのように立ち

向ったらいいかを決めなければならないのだ。完全な解答を

必要 とする質問をいつも問い続け，いろいろな考えを比較 し

心の中のやりたい事に耳をかたむけてから，何に狙いを定め

るか決めることだよ。

試 し，比較，決定 してはじめて 「目に見えない虎」を退治

する力は一層のびるだろう。 この力の，のびこそお前を本当

に男らしくして くれるものなのだ。

法則 ４， 盾を使う

ここでいう盾 とは祈ることによって得 られる神様の助けを

意味 している二 もしお前が熱心に祈って助けを願 うなら神様

はお前を導きたまいおりよりももっと安全な方法で守って下

さるに違 いない。この世の父として天の父なる神様はかなら

ずお前に関心を寄せられてるはずだ。だから助けを願い自分

でも善を行 うのに，ベス トを尽すなら神様は必ず導 き守って

下さると私は確信 しているのだよ。

法則 ５． 勇気を持つ

分類 し再生器のボリユームもあげ，狙いを定めて，盾を使

ったら，あとは， しっか りと勇気を持って虎に立ち向うこと

だ。友だちの中にはお前を悪 く言 う人 もいるかもしれない。

しか し，反対するのを押 しきって正 しい事をするということ

は大人になった証拠だし，お前の本当の男 らしさとい うもの

を表わしているのだ。一時的な世間の評判を得るよりも，自

分のまわりの人々から信頼される方がどんなによいか知れな

い。怠けていたり，ただ群集にまじっているだけでは，いい

評判は得 られないし，また何か問題にぶつかるたびに立ち向

わずに逃げか くれているようでは真の勇気を表わすことがで

きない。正 しい事をやろうとする勇気は，それだけでも充分

価値があるのだ。その勇気というものがお前の本当の男 らし

さを表わすからね。お前の，そうした立派な道を歩んで成長

していく姿を見る事が出来たらこんな素晴 らしいことはない

と思っているよ。お母 さんも私 もお前やお前の態度にいつ も

誇 りを もっているのだよ。だから，いつもお母さんや私か ら

お前をとても愛 しているよと，言われても困まらないような

子でいてもらいたい。 父より

追伸 ：こういうことは知っていなければいけないんだが，

妹やその友だちをか らか ったり，石 けん箱に乗 った

り，許可なしに出歩 くことなどは・（これは全部まだ

虎までいってない子猫位だが）やめたほうがいいね。

二伸 ：お母さんに，人前でお前 にキスするのをやめるよ

うに言っておこう。



伝 道 部 長 メ ッセ ー ジ

日本 沖 縄 伝 道 部

第二副伝道部長

神 崎 良 太 郎

「新 しく組織された日本沖縄伝道部長会」

日本沖縄伝道部の本部事務所は六甲山の麓を少し坂登った

神戸三 ノ宮駅から歩いて七分位の所にある。神戸税務所なな

め前のスマー トな九階建てビルだから人に聞けばす ぐ教えて

もらえる。その四階の一室が本部事務所だ。はじめて ドアを

ノックする人たちは一様に自由な明るい親 しみやすい雰囲気

を感 じるにちがいない。そこでは岡崎伝道部長を助ける数人

の宣教師と姉妹たちが忙 しく立ち働いている。「一体何 しに入

ってきたんだ」 といった見知 らぬ人に対するうさんくさい目

はそこにはない。素朴なモルモンの暖かさを感 じ，うれ しさ

を覚える。伝道部長の部屋は，部屋の一隅をつい立ての様な

もので仕切っただけのものである。部屋の真中には塾でよく

見かける様な長い机と，どこの支部でも見かけるパイプ椅子

が数個おいてある殺風景なものだ。だが， この質素な部屋か

らあらゆる指示が出される。 もちろん，ソル トレークの本部

か らの情報，指示はもとより，伝道部内の一切の情報はここ

に集められ分析され，検討され，決定 される。行政上か ら云

えばここはまさしく心臓に当る。

伝道部長は１９６８年 ９月にこの責任に任命されて以来１１月一

杯 までは両翼のエンジンをはず したまま，飛行 してきた。彼

は自らの使命をより強力に完全に果すために，数人の補佐を

選んだ。在 日米軍副伝道部長としてニエル ・クリスチャンセ

ン，宣教師担当のバ ンオーデン長老， ヒギンズ長老，ナブレ

ク長老，ターカー長老，そして日本人聖徒担当の鈴木正三兄

弟，および筆者を教会の標準にのっとって選びベ ンソン長老

の按手によって，彼 らは正式に彼の補佐 となった。彼はまた

書記としてマフェット長老， ライマスタ長老，発送係 として

クリフォード長老を選んだ。１９７０年に開催予定の万博担当の

補佐も近い将来選ぶつもりでいる。また伝道部の神権組織，

補助組織を指導 し，援助する伝道部役員を選ぶつ もりだ。現

在のところ扶助協会の会長に柳田聡子姉妹，副会長に八木沼

節子姉妹，ＹＭＭ ・１・Ａ会長杉村祐一兄弟，ＹＷＭ ・１・

Ａ会長に早瀬久美子姉妹が選ばれている。１９６８年１２月２０日現

在の日本沖縄伝道部組織を次頁に紹介する。

図表でもわかる様に鈴木兄弟の担当はメルケゼデグ神権，

２１才以上のアロン神権，扶助協会，家庭のタベ， 日曜学校，

神殿訪問，筆者の担当は２０才以下のアロン神権，ホームティ

チング，プライマリー，系図，Ｍ ・ｒ・Ａ，ガールズ ・プロ

グラム，ユースカンファレンス，聖徒の道 となった。岡崎部長

はもちろんこれらを全て統括するが，非専任宣教師，建築宣

教師，専任宣教師等宣教師については直接担当される。組織

図で注目されるのは伝道部補助組織のコーディネーターであ

る岡崎姉妹の役割である。彼女は補助組織に関連する問題に

対 して副伝道部長 （伝道部長補佐）の特別なア ドバイザーで

あ り，且つ補助組織に関連 して副伝道部長のアサイメン トを

受けて種々なる活動を行なうものである。かつて彼女 は全教

会のＹＷ ・Ｍ ・１・Ａの指導者であったが，その知識，経験

を有効に利用する意味において もまた伝道部役員，副伝道部

長が教会の職務以外に各々仕事を もっている事，伝道部長の

カバーする範囲 （金沢か ら沖縄 まで）が極めて広いことから

生ずる種々の時間的，空間的並びに経済的障害を取 り除く意

味において もこれはありがたい事である。従 って岡崎姉妹は

単に伝道部長夫人としてのみにとどまる事は今後は出来ない

わけである。

私たち伝道部長会の使命は他の教会役員のそれ と同 じく，

求道者を教会に導 くと共に，聖徒たち一人一人がイエス ・キ

リス トの教えをよく守 って現世において幸福たりうる様に助

けることにあり，ひいては来世にあって永遠の生命を得て大

いに喜ぶ ことが出来るように助けることにある。 このために

私たちは全力投球をしたいと願っている。伝道部の方針 もお

いおい的確に打出される予定である。兄弟姉妹が今後共に支

持 して下さる様に願っている。そして，受け入れられるか否

かは伝道部長に一任するとして，よい考え，よい提案はルー

トを通 して， ドン ドン伝道本部事務所に送 って下 さる様にお

願いいたします。
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終日我 ら君を偲ぶ，いず こにあるも

人 生 の 長 さ， 人 生 の 目的 ， 生 命 ， 死 ， 愛 す る 人 の 死 ， こ の世 を去 っ た 人 々

の所 在 ， 愛 す る人 々 か らの 必 然 的 な別 離 等 に関 す る問 題 は常 に我 々 の心 にか

か っ て い る。 これ 等 は い つ の 時 代 に あ っ て も， 最 も注 目 され る問 題 で あ る。

我 々 が失 っ た 人 々， これ か ら失 うか も知 れ な い 人 々 に つ い て ， ま た我 々 自身

につ い て ア ー サ ー Ｈ ． コ ン プ トン博 士 は次 の よ う に語 っ た。 「霊 が 肉体 と

共 に死 ぬ と考 え る有 力 な理 由 は ど こ に もな い。 … … 我 々 （科 学 者 ） は 人 間 が

宇 宙 の計 画 の 中 で 非常 に重 要 な位 置 を 占め て い る と信 じて 然 るべ き強 い理 由

を見 出 す。 … …高 貴 な人 間 の性 格 を築 くの に は一 生 か ・る。 青 年 期 の 訓 練 と

規 律 ， 壮 年 期 の苦 闘 と失 敗 ， 老 年 期 の孤 独 と静 寂 これ らの試 練 の 火 を通

して 入 間 は霊 の純 金 を抽 出 し な け れ ば な ら な い。 か く完 成 さ れ た 人 間 を 自然

が ど テ して滅 ぼ し た りで き よ うか 。 そ れ は な ん と大 き な無 駄 で あ ろ う。 天 に

神 の 愛 が あ る限 り，神 の 子 供 達 に は永 遠 の 生 命 が あるに違 いない 」理 に み ち た

知 識 と信仰 に み ち た理 を備 え た著 名 な科 学 者 は この よ うに語 っ た。 い か に 多

くの 友 や 家 族 を持 っ て い て も， 我 々 は み なこ れ らの 人 々 を失 っ て行 く。 そ し

て 愛 す る人 の 死 は い つ も充 た し得 な い間 隙 を我 々 の 心 に残 す。

愛 す る人 々 を失 っ た こ との あ る あ な た に， ；の 人 生 に別 れ を告 げ る時 の こ

とを考 え て い る あ な たに 言 い た い。 愛 す る人 々 の待 っ て い る所 ， 地 位 ， 目的 ，

そ して真 実 ， 実 在 す る永 遠 の生 命 が あ るの で あ る。 神 よ， 願 わ くば か の世 に

渡 る時， 見 知 らぬ 人 とし て で は な く， 再 び家 族 及 び友 の 親 し き顔 に接 す る と

い う確 信 に よ っ て我 々 の 信 仰 ， 平安 ， 目的 ，追 憶 が美 し く素 晴 ら し い も の と

な ら ん こ とを。

ア ー サ ー Ｈ． コ ンプ トン博 士 ， １９２８年 の ノ ーべ ’ル 物 理 学 賞 受 賞 者 。
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